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はじめに
取扱説明書の構成について
本機の取扱説明書は、下記の 3 冊で構成されています。
お使いになる前に

（印刷物）
使用するうえでの安全上のご注意・お願い、付属品の接続の方法など
を説明しています。

取扱説明書（操作編）
（本書）

使用するうえでの安全上のご注意・お願い、各部のなまえ、操作の手
順、お手入れの方法などを説明しています。

取扱説明書（プログラム編）
（PDF）

システム管理者が行う設定や、保守・管理の方法を説明しています。

• 取扱説明書（操作編）および取扱説明書（プログラム編）は、下記サイトでご確認いただけます。
http://panasonic.biz/netsys/sipphone/support/

本書での表記について
• 操作上お守りいただきたいことなど、大切な情報を次のように表しています。

お願い 操作上、お守りいただきたい重要事項や、禁止事項が書かれています。必ずお読
みください。

お知らせ 操作の参考となることや補足説明を記載しています。

• 操作を説明するときに、次のように括弧を使い分けています。
【 】 本体のキーに印刷された文字
「 」 液晶表示部に表示される文字

著作権について
• 日本語変換はオムロンソフトウェア（株）のモバイル Wnn を使用しています。

"Mobile Wnn" © OMRON SOFTWARE Co., Ltd. 1999‑011 All Rights Reserved.
• 本機に内蔵される着信音の著作権はすべて Copyrights Vision Inc.に帰属します。

© 2010 Copyrights Vision Inc.
 

お知らせ
• 本書に記載しているイラストは実際の製品と異なる場合があります。

はじめに
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第 1 章
ご注意とお願い

人への危害、財産の損害を防止するため、必ずお守りい
ただくこと、および正しくお使いいただくためのお願い
を説明しています。
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1.1  安全上のご注意　 必ずお守りください

人への危害、財産の損害を防止するため、必ずお守りいただくことを説明しています。

■ 誤った使い方をしたときに生じる危害や損害の程度を区分して、説明しています。

「死亡や重傷を負うおそれがある内容」です。

「軽傷を負うことや、財産の損害が発生するおそれがある内容」です。

■ お守りいただく内容を次の図記号で説明しています。（次は図記号の例です。）

してはいけない内容です。

実行しなければならない内容です。

分解・修理・改造は、しない 煙・異臭・異音が出たり、落下・破
損したときは、すぐに AC アダプ
ター・電源プラグ*1 を抜く

分解禁止

火災・感電の原因になります。

電源プラグ
を抜く

そのまま使用すると、火災・感電の原
因になります。
PoE 給電の場合は、LAN ケーブルを
本機から抜いてください。

● 修理は販売店へご相談ください。 ● 使用を中止し、販売店へご相談ください。

AC アダプター・電源プラグ*1 を破損
するようなことはしない

（傷つける、加工する、熱器具に近づける、無理に
曲げる、ねじる、引っ張る、重い物を載せる、束ね
て使用するなど）

電源コンセントや配線器具の定格を
超える使い方や AC100 V 以外での
使用はしない

禁　止

傷んだまま使用すると、感電・ショー
ト・火災の原因になります。

禁　止

たこ足配線などで定格を超えると、発
熱による火災の原因になります。

● 修理は販売店へご相談ください。

*1 AC アダプター給電の場合のみ

1.1 安全上のご注意　 必ずお守りください
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機器内部に金属物を入れない 受話器フックは、乳幼児の手の届く
ところに置かない

禁　止

火災・感電の原因になります。

禁　止

誤って、飲み込むおそれがあります。

● 金属物が入った場合は、すぐに AC アダプター・
電源プラグ*1 を抜いて*2 販売店へご相談ください。

● 万一、飲み込んだと思われるときは、すぐに医
師にご相談ください。

AC アダプター*1 に長時間直接触れ
ない

付属品または専用品以外を使用しな
い

禁　止

AC アダプターの温度の高い部分に長
時間、直接触れていると、低温やけど
の原因になります。

禁　止

指定以外の機器を使用すると、火災・
感電の原因になります。

機器の周囲 10 cm 以内には物を置
かない

AC アダプターを天井の電源コンセ
ントに接続しない

禁　止

内部に熱がこもり、発熱・火災の原因
になります。

禁　止

落下により破損・けがの原因になりま
す。

ヘッドセット使用時は、音量を上げ
すぎない

可燃性雰囲気中で使用しない

禁　止

耳を刺激するような大きな音量で長
時間続けて聞くと、聴力に悪い影響を
与えることがあります。

禁　止

爆発し、けがの原因になります。

AC アダプター・電源プラグ*1 は根元
まで確実に差し込む

AC アダプター・電源プラグ*1 のほこ
りなどは定期的にとる

差し込みが不完全なまま使用すると、
感電や発熱による火災の原因になり
ます。

プラグにほこりなどがたまると、湿気
などで絶縁不良となり、火災の原因に
なります。

● 傷んだ AC アダプターやゆるんだコンセントは、
使用しないでください。

● AC アダプターや電源プラグを抜き、乾いた布で
ふいてください。

*1 AC アダプター給電の場合のみ
*2 PoE 給電の場合は、LAN ケーブルを本機から抜いてください。

1.1 安全上のご注意　 必ずお守りください

Document Version: 2016-09 取扱説明書（操作編） 7



壁掛けで長期間使用しないときは、
本機を壁から取り外す

ねじで壁に取り付ける際は、壁内の
メタルラス、ワイヤラスや金属板な
どの金属に触れないようにする

落下により破損・けがの原因になりま
す。

漏電・感電・火災などの原因になりま
す。

壁掛けにするときは、壁の強度が本
機の質量*1 に耐えうることを確認す
る

雷が鳴ったら本機や AC アダプ
ター・電源プラグ*2 に触れない

落下により破損・けがの原因になりま
す。

接触禁止

感電の原因になります。

機器内部に水をかけたり、ぬらした
りしない

AC アダプター*2 に水をかけたり、ぬ
らしたりしない

水ぬれ禁止

火災・感電・けがの原因になります。

水ぬれ禁止

火災・感電・けがの原因になります。

● ぬれた場合は、すぐに AC アダプター・電源プラ
グ*2 を抜いて*3 販売店へご相談ください。

● ぬれた場合は、すぐに AC アダプター・電源プラ
グ*2 を抜いて販売店へご相談ください。

ぬれた手で、AC アダプター・電源
プラグ*2 の抜き差しはしない

ぬれ手禁止

感電の原因になります。

*1 本機の質量については、“5.2 仕様”をご参照ください。
*2 AC アダプター給電の場合のみ
*3 PoE 給電の場合は、LAN ケーブルを本機から抜いてください。

1.1 安全上のご注意　 必ずお守りください
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別売りの AC アダプターに付属の電
源コードは、他の製品に使用しない

（KX-HDV230N のみ）

湿気や湯気・ほこりの多い場所では
使用しない

禁　止

火災・感電の原因になることがありま
す。

禁　止

火災・感電の原因になることがありま
す。

水平でない場所や振動の激しい場所
では使用しない

直射日光が当たる場所や冷暖房機の
近くに置かない

禁　止

落下により破損・けがの原因になるこ
とがあります。

禁　止

温度が 40 ℃以上、0 ℃以下の環境で
使用すると誤動作・変形・故障の原因
になることがあります。

水や薬品のかかる場所に置かない 壁掛けにするときは、指定の方法で
取り付ける

水ぬれ禁止

火災・感電の原因になることがありま
す。

落下により、破損やけがの原因になる
ことがあります。

● 石こうボード、ALC（軽量気泡コンクリート）、
コンクリートブロック、厚さ 18 mm 以下のベニヤ
板など、強度の弱い壁は避けてください。

壁掛けにするときは、AC アダプ
ター*1・LAN ケーブルを壁にしっか
りと固定する

耐火性または防火性の LAN ケーブ
ルを使用する

ケーブルが固定されていない場合、落
下により破損・けがの原因になること
があります。

漏電、感電、火災の原因になります。

長時間使用しないときは、必ず AC
アダプター・電源プラグ*1 をコンセ
ントから抜く

電源コードを抜くときは必ず AC ア
ダプター・電源プラグ*1 を持って抜
く

電源プラグ
を抜く

漏電により、火災の原因になることが
あります。
PoE 給電の場合は、LAN ケーブルを
本機から抜いてください。 電源プラグ

を抜く

コードを引っ張ると、コードが破損し
火災・感電・ショートの原因になるこ
とがあります。

*1 AC アダプター給電の場合のみ

1.1 安全上のご注意　 必ずお守りください
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1.2  ご使用にあたってのお願いとお知らせ
1.2.1  使用上のお願い

本機をご使用になる際は、以下のことに注意してください。
1. 機器に、強い衝撃や振動を与えないでください。

落としたりぶつけたりして強い衝撃が加わると、故障や破損の原因になります。
2. 本機に無理な力がかかるような場所に置かないでください。

液晶表示部、内部基板などの破損／故障の原因になります。本機が重たいものの下にならないようにご
注意ください。

3. 冷凍倉庫など特に温度の下がる場所に置かないでください。
故障や動作不良の原因になります。

4. ラジオ、テレビ、OA 機器、電子レンジ、エアコンなどの高電圧機器から 2 m 以上離してお使いくだ
さい。
機器からのノイズにより雑音の発生など悪影響を受ける・与える原因になります。

5. 硫化水素、リン、アンモニア、硫黄、炭素、酸、塵埃、有毒ガス等の発生する場所に置かないでくださ
い。
故障や機器の寿命が短くなる原因になります。

6. 殺虫剤などの揮発性のものをかけたり、ゴムやビニール製品などに長時間付着させたままにしないでく
ださい。
変質したり、塗料がはげる原因になります。

7. キャッシュカード、テレホンカードなどの磁気カード類をスピーカーやマイクに近づけないでくださ
い。
カード類が使えなくなることがあります。

8. 電磁波発生源や磁気を帯びたもの（高周波ミシン・電気溶接機・磁石など）に近づけないでください。
雑音の発生や故障の原因になります。

9. 湿気の多い場所でのご使用や、雨などがかかることは避けてください。
本機および AC アダプターは防水仕様にはなっておりません。

10. 電源プラグは、抜き差しが容易にできる近くのコンセントに接続してください。
11. 工事をされる方は、正しく安全に設置してください。正しく設置されなかった場合などの製品の故障お

よび事故について、当社はその責任を負えない場合もございますので、あらかじめご了承ください。

その他
• この装置は、クラス B 情報技術装置です。この装置は、家庭環境で使用することを目的としていますが、

この装置がラジオやテレビジョン受信機に近接して使用されると、受信障害を引き起こすことがありま
す。取扱説明書に従って、正しい取り扱いをしてください。

VCCI‑B

1.2 ご使用にあたってのお願いとお知らせ
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1.2.2  お客様の大切な情報を保護するために
お客様固有の情報の流出による、不測の損害を回避するため、下記事項をお守りください。
本機の不正使用による損害に対し、弊社は責任を負いかねます。

情報の損失を防ぐために
• 修理のときなどに、本機に記憶または保存されたデータなどが変化／消失するおそれがあります。大切な

データを思わぬトラブルから守るために、登録した電話帳の内容は、メモなどに控える、または、電話帳
のエクスポートをしてバックアップを行ってください。*1

情報の流出を防ぐために
• 不特定多数の人が出入りするような場所に、本機を放置しないようにしてください。
• 重要な情報を保存する場合は、本機を適切な場所で管理するようにしてください。
• 重要な個人情報は、本機に登録しないようにしてください。
• 本機は、お客様固有のデータ（電話帳や通話履歴など）を登録または保持可能な製品です。データ流出等

の不測の損害等を回避するために、下記のような場合は、必要な利用者情報はメモなどに控え、本機をお
買い上げ時の状態に初期化してください。*1

– 本機を譲渡・廃棄する場合
– 本機を貸し出す場合
– 本機を修理に出す場合

• 本機を修理に出す場合は、お買い上げの販売店へ依頼するようにしてください。

ネットワーク上での情報の漏えいを防ぐために
• 本機は、適切に管理された LAN 上で使用し、不正アクセスが行われないようにしてください。
• 本機と接続するパソコンのセキュリティは、常に最新の状態にしてください。

セキュリティの設定情報に関するお願い
• お客様が設定されたパスワードなどセキュリティに関する設定は、弊社のサービスセンターなどで解除す

ることはできません。パスワードなどの設定内容は忘れないようにしてください。
• パスワードを忘れた場合は、本機を初期化して再度設定してください。初期化の方法は、システム管理者

にお問い合わせください。
• パスワードはできるだけ推測されにくいものを設定し、定期的に変更してください。
• SSL 認証を行う場合は、NTP サーバーを必ず設定してください。NTP サーバーを設定せずに SSL 認証を

行った場合は、SSL 証明書の有効期限の確認を行わず、無条件に SSL 認証が有効となります。*1

 
*1 詳細はシステム管理者にお問い合わせください。

1.2.2 お客様の大切な情報を保護するために
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1.2.2 お客様の大切な情報を保護するために
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第 2 章
ご使用の前に

ご使用の前に確認していただく内容、および操作を行う
前の設置や基本機能について説明します。

Document Version: 2016-09 取扱説明書（操作編） 13



2.1  商品を確認する
不備な点がございましたら、お買い上げの販売店へお申し付けください。
 
付属品／添付品について
 
KX-HDV130N

受話器（数量：１） 受話器コード（数量：１） スタンド（数量：１）

お使いになる前に（数量：１） 保証書（数量：１）

KX-HDV230N

受話器（数量：１） 受話器コード（数量：１） スタンド（数量：１）

壁掛けアダプター（数量：１） 壁掛けアダプター用ねじ
（数量：１）

壁取り付け用ねじ ・ワッシャー
（数量：各２）

お使いになる前に（数量：１） 保証書（数量：１）

2.1 商品を確認する
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別売品について
1. KX-HDV130N 用

• AC アダプター （KX-A423N [PNLV247JP]）*1

• 壁掛けキット（KX-A440N）
– 壁掛けアダプター（数量：１）
– 壁掛けアダプター用ねじ（数量：1）
– 壁取り付け用ねじ ・ワッシャー（数量：各２）

2. KX-HDV230N 用
• AC アダプター （KX-A424N [PNLV6508]）*1

• ２０キー増設ユニット（KX-HDV20N）

KX-HDV20N の付属品／添付品

スタンド（数量：１） 連結ケーブル（数量：１） 壁掛けアダプター（数量：１）

壁掛けアダプター用ねじ
（数量：１）

壁取り付け用ねじ ・ワッ
シャー（数量：各２）

KX-HDV20N を本機につなぐ
ためのねじ（数量：１）

保証書（数量：１）

*1 • AC アダプターを注文する際は、品番は「KX‑A42xx」でご注文ください。

• 本機は PoE（Power over Ethernet）に対応しています。PoE 給電装置 から電源供給を受ける場合、AC アダプターは不要で
す。

• KX-HDV20N と接続する場合は、AC アダプターをご使用ください。

2.1 商品を確認する
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2.2  本機を接続／設置する
2.2.1  スタンドを取り付ける

本機にスタンドを取り付けます。

お願い
• スタンドを取り付ける際に液晶表示部を下にする場合は、必ず柔らかい布を敷いて作業をしてくださ

い。液晶表示部を傷つけるおそれがあります。

1. 本機背面の差し込み口にスタンドを差し込む

2. 矢印の方向にスタンドをゆっくり押して固定する

KX-HDV130N

KX-HDV230N

KX-HDV20N

2.2 本機を接続／設置する
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2.2.2  本体の角度を調節する
スタンドの PUSH マークを両手で押しながら、スタンドを矢印の方向に傾け、望ましい位置に固定します。
 

低い位置へ調節する 高い位置へ調節する
例：KX-HDV230N

PUSH

PUSH

例：KX-HDV230N

PUSH

PUSH

2.2.3  スタンドを取り外す
スタンドの PUSH マークを両手で押しながら、矢印の方向にスタンドを取り外します。

例：KX-HDV230N

PUSH

PUSH

2.2.2 本体の角度を調節する
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2.2.4  別売りの KX-HDV20N を本機に取り付ける（KX-HDV230N の
み）

別売りの KX-HDV20N には 20 個の DSS キーがあって、40 個（20 個 × 2 ページ）の機能キーを使うことが
できます。
この機能キーは、電話をかけたり受けたりする回線を選択するなどの機能を割り当てることもできます。

（“機能キー（DSS キー [01～20]）”参照）

1. KX-HDV230N と KX-HDV20N からスタンドを取り外す

2. KX-HDV20N のツメを本機背面の差し込み口に差し込み、「カチッ」と音がするまで矢印方向に
KX-HDV20N をずらす

3. KX-HDV20N に付属の本機につなぐためのねじで KX-HDV20N を本機に固定する

2 3

4. スタンドを KX-HDV230N、KX-HDV20N に取り付ける（“2.2.1 スタンドを取り付ける ”参照）
壁に設置するときは壁掛けアダプターを取り付ける（“2.2.6 壁に設置する”参照）

5. KX-HDV20N に付属の連結ケーブルで本機と KX-HDV20N を接続する

お知らせ
• KX-HDV230N は、最大５台の KX-HDV20N と接続できます。

2.2.4 別売りの KX-HDV20N を本機に取り付ける（KX-HDV230N のみ）
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2.2.5  本機を接続する
お知らせ

• KX-HDV230N は KX-HDV20N に接続できます（KX-HDV130N は接続できません）。

お願い
• KX-HDV230N を KX-HDV20N と接続する場合は、AC アダプター（別売品）を使用してください。

PoE 給電の場合、KX-HDV20N は動作しません。
 
LAN ケーブル、受話器コード、AC アダプター（別売品）を本体に接続します。

KX-HDV130N
*1

*3

*4

*2

KX-HDV230N、KX-HDV20N
*1

*4

*6

*3

*5

*2

*1 スイッチングハブ
*2 LAN ケーブル
*3 別売りの AC アダプター（極性統一形プラグ）
*4 市販のヘッドセット

2.2.5 本機を接続する
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動作確認済みのヘッドセットの最新情報は、下記サイトでご確認ください。
http://panasonic.biz/netsys/sipphone/support/

*5 連結ケーブル
KX-HDV20N に付属の連結ケーブルをつないでください。

*6 市販の EHS ヘッドセット
動作確認済みの EHS ヘッドセットの最新情報は下記サイトでご確認ください。
http://panasonic.biz/netsys/sipphone/support/

お知らせ
• IP アドレスの初期設定は、「DHCP」の「自動」です。ネットワーク環境に関する情報は、システム管

理者にお問い合わせください。
 

LAN ケーブル（市販品）について
• 直径 6.5 mm 以下のカテゴリー 5e ストレートケーブル（市販品）をご使用ください。
• 耐火性または防火性の LAN ケーブルをご使用ください。
• 柔軟性のある LAN ケーブルを使用してください。
• 表面が硬い LAN ケー ブルは、曲げたときに割れたり裂けたりするおそれがありますので使用しないで

ください。
• LAN ケーブルが損傷しないように、LAN ケーブルは本機の底面から突き出ないようにしてください。
• LAN ケーブルは、次の図のように接続してください。

*1

*1 60 ｍｍ以下

スイッチングハブを接続するとき
PoE 給電の場合は、AC アダプターは不要です。
KX-HDV130N：この商品は PoE クラス 1 に対応しています。
KX-HDV230N：この商品は PoE クラス２に対応しています。

パソコンの接続について
PC ポートは、PoE に対応していません。

LAN ケーブルと AC アダプターの接続について
LAN ケーブルと AC アダプターコードは、スタンドの下を通してください。

2.2.5 本機を接続する
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2.2.6  壁に設置する
お願い

• ねじを取り付ける際、壁内部のパイプや電気ケーブルなどを避けて、取り付けてください。
• 取り付けに使用するねじやワッシャーは、付属のものをお使いください。
• 壁掛けアダプターを取り付ける際に液晶表示部を下にする場合は、必ず柔らかい布を敷いて作業をし

てください。液晶表示部を傷つけるおそれがあります。

お知らせ
• 壁掛け寸法図は、“5.6 壁掛け寸法図”をご参照ください。
• 壁の種類によっては、ねじを固定するために市販のアンカープラグを使用して設置する必要がありま

す。

1. 壁掛けアダプターのツメを本機背面の差し込み口に差し込み、「カチッ」と音がするまで矢印方向にずら
す

KX-HDV130N

KX-HDV230N

KX-HDV230N（別売りの KX-HDV20N と接続した場合）

2.2.6 壁に設置する
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KX-HDV20N（２台目から５台目を設置する場合）
• 壁掛けアダプターのツメを本機背面の差し込み口に差し込む前に、ねじを外して KX-HDV20N の DSS

カバーを取り外してください。

*1

*1 DSS カバー

2. 壁掛けアダプター用ねじで壁掛けアダプターを本機に固定する
（締め付けトルク：0.4 N·m [4.08 kgf·cm] ～0.6 N·m [6.12 kgf·cm]）

3. AC アダプター、受話器コード、LAN ケーブル、連結ケーブルを本機に接続する
（“2.2.5 本機を接続する ”参照）

4. 壁取り付け用ねじとワッシャーを 83 mm または 100 mm の間隔をあけて壁に固定し、本機を壁に設置す
る

KX-HDV130N

*4

*5*1

*3

*6

*7

2 4

*2

*1 40 mm 以下

*2 AC アダプター

*3 LAN ケーブル

*4 ワッシャー

*5 ねじをこの位置まで挿入する

*6 83 mm

*7 100 mm

2.2.6 壁に設置する
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KX-HDV230N

*4

*5

*6

*1

*7

*2 *3

2 4

KX-HDV230N（別売りの KX-HDV20N と接続した場合）

*5

*6

*8
*4

*1

*7

2 42

*2*8

*9

*3A

 2 台目の KX-HDV20N を接続して壁掛けするときは、連結ケーブルを 1 台目の KX-HDV20N に
接続して、設置してください。

KX-HDV20N（２台目から５台目を設置する場合）

*7*7

  33

*10
*10

22

*1 LAN ケーブル *6 ねじをこの位置まで挿入する

*2 EHS ヘッドセットケーブル *7 83 mm または 100 mm

*3 AC アダプター *8 連結ケーブル（KX-HDV20N に付属の連結ケーブルをつないでください。）

*4 40 mm 以下 *9 152 mm

*5 ワッシャー *10 111 mm

2.2.6 壁に設置する
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2.2.7  受話器を固定する
通話中に受話器を一時的に置くとき
1. 受話器を本機上部のツメに引っ掛ける

 
 
壁掛け設置のとき、以下の手順で受話器を固定することができます。
1. 受話器フックを上に押して抜く

2. 受話器フックを上下逆さまにする

3. 「カチッ」と音がするまで、受話器フックを溝に押し込んで固定する
• 受話器が固定され、落下しにくくなります。

2.2.7 受話器を固定する
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2.3  各部のなまえとはたらき
ここでは、各部のなまえとはたらきについて説明します。
 
KX-HDV130N

MJ K ONL

I

PQR

BC EA FGD

H

S

 
KX-HDV230N

NKL P

O

MJ QRS

BCA ED

H

I

T

WVU

2.3 各部のなまえとはたらき
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KX-HDV20N

W

X Y

 決定キー
項目を決定したり、設定内容を保存するときに使用します。

 液晶表示部
 ソフトキー

液晶表示部に表示されている項目を選択します。
 ナビゲーションキー

着信履歴を表示したり、電話帳を開くときに使用します。
• 左矢印【◀】： 着信履歴を表示する
• 右矢印【▶】： 電話帳を開く
お知らせ

• ブロードクラウド（プレゼンス）機能が有効な場合は、次の電話機能が使えます。詳細は、シス
テム管理者にお問い合わせください。
– 左矢印【◀】： プレゼンスを表示する
– 右矢印【▶】： お気に入りを表示する

 メッセージ／リンガー LED
LED の色で本機の状態を示します。

 回線１／機能キー１ （KX-HDV130N のみ）
割り当てられた機能の実行に使用します。このキーが回線キーとして登録されると、状態確認や回線１
の選択に使用します。

 回線 2／機能キー２ （KX-HDV130N のみ）
割り当てられた機能の実行に使用します。このキーが回線キーとして登録されると、状態確認や回線２
の選択に使用します。

 受話器フック
壁に設置して使用するときに、受話器が落ちないように固定します。

2.3 各部のなまえとはたらき
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 ヘッドセットジャック
動作確認済みのヘッドセットの最新情報は下記サイトでご確認ください。
http://panasonic.biz/netsys/sipphone/support/

 会議キー
３者会議通話するときに使用します。

 再ダイヤルキー
直前に電話をかけた相手に再ダイヤルするときに使用します。

 ヘッドセットキー
ヘッドセットを使って通話をするときに使用します。

 ミュート／自動応答キー
通話中に自分の声を相手に聞こえないようにしたり（ミュート）、受話器を使わずに自動的に着信する

（自動応答）ように設定するときに使用します。
 音量キー

着信 や受話器の音量を調節するときに使用します。
 キャンセルキー

選択した項目をキャンセルするときに使用します。
 マイク

受話器を取らずに通話するときに使います。
 スピーカーホンキー

受話器をとらずに通話するときに使用します。
 保留／メッセージキー　（KX-HDV130N）

通話を保留したり、ボイスメールを確認するときに使用します。
　保留キー　（KX-HDV230N）

通話を保留するときに使用します。
 転送キー

通話を転送するときに使用します。
 機能キー[01～12]（KX-HDV230N のみ）

各種機能をこのキーに割り当て、実行することができます。例えば、回線ステータスキーとして割り当
てた場合、回線の状態を確認することができます。 セルフラベリング液晶上で割り当てた機能名を確認
することができます。（“2.6.2  機能キー（DSS キー含む）” 参照）

 メッセージキー（KX-HDV230N のみ）
ボイスメールを確認するときに使用します。

 ページキー（KX-HDV230N のみ）
セルフラベリング液晶表示部の機能キーの表示を切り替えるときに使用します。1 画面につき 12 個の
機能キーを 2 画面に切り替えて表示することができます。

 セルフラベリング液晶表示部（KX-HDV230N のみ）
 機能キー（DSS キー [01～20]）*1

KX-HDV20N を接続した場合、割り当てた機能を実行するとき使用します。 例えば、回線キーを割り当
てた場合、回線の状態を確認することができます。 セルフラベリング液晶表示部上にキーの名前を表示
させることができます。 （“2.6.2  機能キー（DSS キー含む） ” 参照）

 DSS ページキー*1

セルフラベリング液晶表示部の DSS キーのページを切り替えるときに使用します。 2 ページ構成で、1
ページ当たり 20 個の DSS キーがあります。

*1 KX-HDV20N を接続したときに使用します。

お知らせ
• "DSS"は"Direct Station Selection"の略称です。

2.3 各部のなまえとはたらき
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2.4  画面とアイコン
ここでは、画面上の表示やアイコンについて説明します。

2.4.1  メイン表示部
［待機中画面の一例］

1201 : 松下太郎
12/31（金） PM12:45

ECO

履歴メニュー電話帳

不在 応答転送
B

C

A

D

 ステータスアイコン
アイコン 説明

不在転送が設定されています。
（“3.4.1 不在転送／不在設定を設定する” 参照）
不在設定が設定されています。

（“3.4.1 不在転送／不在設定を設定する” 参照）
自動応答が設定されています。

着信音がオフになっています。
（“2.8.2 音量を調節する” 参照）

ECO エコモードが設定されています。
（“4.8 エコモードを設定する” 参照）
オフフックモニタが設定されています（KX‑HDV230N のみ）。

トレーナーモードが設定されています（KX‑HDV230N のみ）。

【▲】または【▼】を押してページを切り替えることができます。

 日時
 不在着信、新着のボイスメール、発信者名や着信番号
 ソフトキーアイコン

  （“2.6.1 ソフトキー” 参照）

お知らせ
• 本機の状態、設定により表示内容は異なります。
• 本書に記載しているイラストは実際の製品と異なる場合があります。

2.4 画面とアイコン
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2.4.2   セルフラベリング液晶（KX-HDV230N のみ）
[例]

KX-HDV230N*1 KX-HDV20N（別売品）*2

12

11

08

10

09

07

06

05

03

02

01

020

019

018

016

015

014

013

012

011

010

008

007

006

005

004

003

002

001

松下

松下

鈴木

A

C

B B

*1 最大２４キー（１２キー x ２ページ）を登録できます。
*2 最大４０キー（２０キー x ２ページ）を登録できます。
 

 アイコン
アイコン 説明 アイコン 説明
（数字） 機能が割り当てられていませ

ん。
電話帳

ワンタッチダイヤル 履歴
内線
回線ステータス
ライン
BLF 同時着信

ACD [ラップアップ］
内線指定代理応答
グループ代理応答

ACD [ログイン] 転送
ホテリング 通話転送

ブラインド転送
会議 コールパーク

 ファンクションラベル名

2.4.2 セルフラベリング液晶（KX-HDV230N のみ）
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 ページ情報
表示 説明

１ページ目を表示します。
２ページ目を表示します。

お知らせ
• 本書に記載しているイラストは、実際の製品と異なる場合があります。実際の画面とは、色や見え方

が異なる場合があります。

2.4.2 セルフラベリング液晶（KX-HDV230N のみ）

30 取扱説明書（操作編） Document Version: 2016-09



2.5  メニュー
次のメニューを表示するには、 を押します。
コールセンター*1

コールセンター機能にアクセスするときに使用します。
プレゼンス*1

プレゼンス機能にアクセスするときに使用します。
転送/不在*1

不在転送や不在設定機能の設定をします。
（“3.4.1 不在転送／不在設定を設定する”参照）

マルチキャストページング *1

多拠点に同時に放送します。
（“3.1.3 多拠点に同時に放送する（マルチキャストページング機能）”参照）

電話帳登録
個人電話帳に連絡先を追加します。

（“3.5.1  個人電話帳に連絡先を登録する ”参照）
着信履歴

着信履歴を表示するときに使用します。
（“2.8.4 着信履歴、発信履歴を使う”参照）

発信履歴
発信履歴を表示するときに使用します。

（“2.8.4 着信履歴、発信履歴を使う”参照）
電話帳

個人電話帳、または共有電話帳にアクセスするときに使用します。
（“2.7 電話帳”参照）

エコモード
エコモードを設定します。

（“4.8 エコモードを設定する”参照）
回線ステータス (KX-HDV230N のみ)

各回線の状態を確認するときに使用します。
（“2.8.5 回線ステータスを確認する（KX-HDV230N のみ）”参照）

基本設定
基本設定メニューにアクセスするときに使用します。

（“4.9 基本設定を変更する”参照）
システム設定

システム設定メニューにアクセスするときに使用します。
（“4.10 システム設定を変更する”参照）

アプリケーション（XML）*1

アプリケーション機能にアクセスするときに使用します。
*1 この項目は、機能が有効であるときに表示されます。詳細は、システム管理者にお問い合わせください。

2.5 メニュー
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2.6  キー
2.6.1  ソフトキー

液晶表示部に表示されているソフトキーアイコンを選択するには、アイコンの下のソフトキーを押します。

お知らせ
• 画面に表示されるアイコンの表示位置（左、中央、右）は、条件、設定によって変わります。
• アイコンは実際の製品と異なる場合があります。

ソフトキー［1］（左）／［2］（中央）／［3］（右）
アイコン 説明

電話帳を開きます。このキーを 2 秒以上長押しすると、電話帳がロックされます。
パスワードの設定をしていないと、電話帳ロックはできません。（“4.2 パスワード
を設定する” 参照）
パスワード入力を求められた場合、電話帳がロックされています。一時的にロック
解除する場合は短押し、完全に解除する場合は 2 秒以上長押し後、パスワードを入
力してください。
前の画面に戻ります。

電話に応答します。

回線選択画面を表示します。*1

パーク保留や確認転送を実行するときに使用します。

メニューを表示します。

入力、設定を確定します。

電話をかけます。

着信音をオフにします。

電話帳に新しい連絡先を登録します。

発信履歴を開くときに使用します。

着信履歴を開くときに使用します。

表示される内容を削除します。

発信履歴と着信履歴を開くときに使用します。

3 者会議保留中に会議を再開するときに使用します。

マルチキャストページング受信時に音を消すときに使用します。

ブラインド転送を行います。

アルファベット入力モードのときに表示されます。

数字入力モードのときに表示されます。

ひらがな、漢字を入力するときに使用します。

2.6 キー
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アイコン 説明
カタカナを入力するときに使用します。

全角文字を入力するときに使用します。

半角文字を入力するときに使用します。

入力した文字を変換するときに使用します。

着信を拒否します。

次の画面へ進みます。

数字や文字を削除します。

電話帳にある連絡先を検索するときに使用します。

時刻設定の午前、または午後を選択するときに使用します。

表示される内容を取り消します。

表示される内容を保存します。

不在転送と不在設定を設定します。

～ ホットキーに割り当てられた電話番号にダイヤルします。

 *2 パーク保留に応答するときに使用します。

受話器を戻さずに、現在の通話を終了して別の相手に電話をかけるときに使用しま
す。

 *2 ダイヤルするときにポーズを入れます。

*1 KX-HDV230N のみ
*2 このソフトキーは、電話機に設定されているときのみ表示されます。

2.6.2   機能キー（DSS キー含む）
お知らせ

• DSS キーは、KX-HDV230N のみ使用できます。
各機能キーには、以下のいずれかの機能を設定することができます。
1. ワンタッチダイヤル

あらかじめ設定された電話番号に、ワンタッチでダイヤルするときに使用します。
2. BLF（Busy Lamp Field）

キーに割り当てられた内線番号への発信、着信中の代理応答、内線番号へ転送するときに使用します。
BLF キーに割り当てられた内線電話の状態は、BLF キーの LED によって知ることができます。

状態
内線電話の状態

色 LED の状態
赤 消灯 未使用（発信、転送可能）

点灯 使用中
点滅［速］ 着信中（代理応答可能）

2.6.2 機能キー（DSS キー含む）
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お知らせ
• 48 個以上の BLF キーをプログラミングすることができますが、内線の状態は 48 個まで表示で

きます（KX-HDV230N のみ）。
3. 内線ボタン

電話をかけたり、応答、保留解除したりするために、回線を選択するときに使用します。
各キーの LED の色によって、回線の状態を知ることができます。

状態
本機の状態

色 LED の状態
青 点灯 通話中

点滅［遅］ 保留中
点滅［速］ 着信または再呼が表示された場合

• 着信中または保留再呼中

発信者の番号または名前が表示された場合
• 共用回線が着信中

赤 点灯 共用回線がほかの電話機により使用中、またはプライ
ベート保留中

点滅［遅］ 共用回線がほかの電話機により保留中
消灯 — 待機中

4. ACD［ログイン］、ACD［ラップアップ］*1

ACD グループへログイン、ログアウトしたり（ログイン設定）ACD グループログイン中の利用可能状
況の設定（ラップアップ設定）に使用します。
各キーの LED 表示の色は、キーの状態を示します。

状態 本機の状態
色 LED の状態 ACD［ログイン］ ACD［ラップアップ］

赤 消灯 ログイン 着信可能
点灯 ログアウト 着信不可
点滅［遅］ — ラップアップ（着信一

時不可）

5. 回線ステータス *2

各回線の状態を確認するときに使用します。電話をかけたり受けたりするときに回線の状態を確認後、
回線を選択することも可能です。（“2.8.5 回線ステータスを確認する（KX-HDV230N のみ）”参照）

6. 転送
かかってきた電話を、あらかじめ設定された番号に転送するときに使用します。

7. 電話帳 *2

電話帳を開くときに使用します。
8. 履歴 *2

着信履歴と発信履歴を開くときに使用します。
9. 同時着信 *1 *2

同時に着信音がなるように設定するときに使用します。最大 10 箇所に設定することができます。

2.6.2 機能キー（DSS キー含む）
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状態
本機の状態

色 LED の状態
青 点灯 同時着信音：オン

消灯 同時着信音：オフ

10. ホテリング *1 *2

コールセンター・ホテリングイベントへログイン、ログアウトするときに使用します。
11. 通話転送*2

通話中に、キーに割り当てられた電話番号に確認転送するときに使用します。
12. ブラインド転送 *1 *2

通話中に、キーに割り当てられた電話番号にブラインド転送するときに使用します。
13. 会議*2

会議通話を開始するときに使用します。
14. 内線指定代理応答 *1 *2

特定の電話番号に着信した電話に応答するときに使用します。
15. コールパーク *1

パーク保留するときに使用します。
16. ライン

本機の電話番号とは別の電話番号（例えば、外線代表番号や内線グループ番号）を割り当て、着信させ
るときに使用します。
LED の表示によって、その状態を知ることができます。
消灯：未使用、青点灯：通話中、速い青点滅：着信中、遅い青点滅：保留中

17. グループ代理応答 *1

グループ着信に代理で応答するときに使用します。
*1 その機能が設定されているときのみ有効です。詳細は、システム管理者にお問い合わせください。
*2 KX-HDV230N のみ

2.6.2 機能キー（DSS キー含む）
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2.7  電話帳
KX-HDV130N／KX-HDV230N には、2 種類の電話帳があります。
1. 個人電話帳

この電話帳は本機に保存されます。
最大 500 件の連絡先を登録することができます。着信者を特定するために、グループごとに着信音を
設定することができます。
情報を保護するために、電話帳をロックすることができます。

お知らせ
• 製品の故障でデータが回復できなくなった場合に備えて、電話帳データをバックアップすること

をお勧めします。
（“3.5.6 電話帳をエクスポート／インポートする” 参照）

• ひとつの名前に複数の電話番号を登録することができます。電話帳の容量は登録された電話番
号の数で制限されるので、ひとつの名前に複数の電話番号を登録すると、登録できる件数は 500
件以下になります。

• 電話帳のデータはインポートとエクスポートができます。詳細は、システム管理者にお問い合わ
せください。名前の文字数は最大全角 12 文字、半角 24 文字です。電話番号の桁数は最大 32 桁
です。

2. 共有電話帳
お使いの SIP サーバーが、共有電話帳サービスを提供している場合に使用できます。詳細は、システム
管理者にお問い合わせください。
共有電話帳が有効である場合、共有電話帳と個人電話帳の両方を参照することができます。

お知らせ
• この機能は、システム管理者が設定することをお勧めします。詳細は、システム管理者にお問い

合わせください。
個人電話帳 共有電話帳

新しい連絡先を登録する ✓ —
連絡先を編集する ✓ —
連絡先を削除する ✓ —
連絡先を名前（ﾌﾘｶﾞﾅ）で検索する ✓*1 ✓*2

連絡先をグループで検索する ✓ —
ひとつの連絡先に登録できる電話番号の数 最大 5 件 最大 5 件*3

プライベート着信音*4 ✓ —
電話帳をロックする ✓ ✓

*1 個人電話帳での名前（ﾌﾘｶﾞﾅ）で検索では、半角カナ、半角英字、半角数字の入力が可能です。
*2 共有電話帳での名前（ﾌﾘｶﾞﾅ）で検索では、半角カナのみ使用できます。
*3 お使いの SIP サーバーが提供するサービスに依存します。
*4 電話帳に登録された項目は、9 つあるグループごとに着信音を設定することができます。各グループごとに、異なる着信音を設定

することができます。着信時に通知された電話番号が本機の電話帳に登録されている場合、あらかじめ設定されたプライベート着
信音が鳴ります。

2.7 電話帳
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2.8  基本的な操作のしかた
ここでは、本機の基本的な使用方法について説明します。

2.8.1  受話器を取る／戻す
受話器を取る
本書で「受話器を取る」という表記をしている場合、次のいずれかの操作を行えます。
• 受話器を受話器フックから持ち上げる
• 受話器が受話器フックに置かれているときに【スピーカーホン】 を押す

この操作を行うと、ハンズフリーで通話ができます。
• 回線を選択するには、その回線に対応するキー（【ライン１/P1】 または 【ライン２/P2】）を押す

（KX-HDV130N のみ）。*1

• 回線を選択するには、その回線に対応する機能キーを押す（KX-HDV230N のみ）*1

*1 この機能は、機能キーが回線キーとして割り当てられるときに使えます。

受話器を戻す
本書で「受話器を戻す」という表記をしている場合、次のいずれかの操作を行えます。
• 受話器を受話器フックに置く
• ハンズフリーでの通話中に【スピーカーホン】 または 【キャンセル】 を押す
• ヘッドセットでの通話中に【ヘッドセット】 または 【キャンセル】 を押す
• 通話中に【キャンセル】を押す

2.8 基本的な操作のしかた
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2.8.2  音量を調節する
受話器、スピーカー、ヘッドセットの音量を調節する

1. 通話中に音量を調節するには、音量キーの【 】または【 】 を押す

お知らせ
• トレーナーモードでは受話器とヘッドセットの両方の音量が調節されます（KX-HDV230N のみ）。

着信音量を調節するか、着信音をオフにする
1. 着信音量を調節するには、待機中に音量キーの【 】または【 】 を押す

着信中に音量を調節する、または着信音をオフにする
着信中に、以下の手順を行い、着信音量の調節やオフができます。

お知らせ
• ヘッドセットを本機につなぐと、着信音はスピーカーから聞こえます。

 
着信音量を調節する
1. 着信音量を調節するには、音量キーの【 】または【 】を押す

お知らせ
• 音量レベルを調節すると、その後の着信に対しても反映されます。

2.  を押して終了する
 
着信音をオフにする
1.  を押す

2.8.2 音量を調節する
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2.8.3  文字入力のしかた
文字や数字の入力には、ダイヤルキーを使用します。各ダイヤルキーには複数の文字が割り当てられていま
す。
文字を入力するには、入力したい文字が表示されるまで対応するダイヤルキーを押します。同じキーに割り
当てられた文字を続けて入力する場合は、【▶】を押してカーソルを右に移動させます。

例
「すずき」と入力するには、以下のようにキーを押します。

表示:

入力:

さ し す すさ すし すす すず すずか すずきす

【▶】

各キーに割り当てられた文字については、“入力可能文字一覧”をご参照ください。

入力した文字を変換する
 を押して、入力した文字を変換できます。

お知らせ
•  を繰り返し押すと、別の変換候補が表示されます。

 

文字を削除する
 を押すと、最後に入力した文字が削除されます。

お知らせ
•  を長押しすると、入力したすべての文字を削除します。

 

入力した文字を修正する
【◀】または【▶】を押して修正したい文字にカーソルを動かし、以下のように文字を修正します。
•  を押して、カーソル上の文字を削除する

• ダイヤルキーを押して、カーソルの位置に文字を挿入する

すずきずき

お知らせ
• 入力できる最大数の文字が入力されると、カーソル上の文字は次に入力する文字で上書きされます。

2.8.3 文字入力のしかた
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• 入力した文字列が 2 行以上になる場合は、【▲】または【▼】を押してカーソルを動かすことも可能で
す。

 

全角と半角を切り替える
 または  が表示されている場合は、全角と半角を切り替えて入力することができます。
 または  を押すと、次に入力する文字の全角／半角を切り替えます。

• 全角カタカナを半角カタカナに切り替えて入力する

 

入力モード
入力モードを切り替えて、文字を入力することができます。
入力モードを切り替えるには、 ／ ／ ／  を押して表示したい入力モードを選択しま
す。また、  または  を押して、入力モードの全角／半角を切り替えることができます。
使用できる入力モードは、以下のとおりです。

アイコン 説明
ひらがな入力モード
ひらがなと記号が入力できます。入力した文字を漢字に変換することもでき
ます（“入力した文字を変換する”参照）。

／ カタカナ（全角）入力モード
全角カタカナと記号が入力できます。

／ カタカナ（半角）入力モード
半角カタカナと記号が入力できます。

／ アルファベット（全角）入力モード
全角アルファベットと記号が入力できます。

／ アルファベット（半角）入力モード
半角アルファベットと記号が入力できます。

／ 数字（全角）入力モード
全角数字と記号が入力できます。

／ 数字（半角）入力モード
半角数字と記号が入力できます。

お知らせ
• 各入力モードで入力できる文字については、“入力可能文字一覧”をご参照ください。
• 入力するデータの種類によっては、入力モードを切り替えることができない場合があります。

例：電話番号入力時には、数字モードしか使用できません。

2.8.3 文字入力のしかた
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入力可能文字一覧
文字入力モード

ひらがな カタカナ
（全角）

カタカナ
（半角）

アルファベット
（半角）

アルファベット
（全角）

数字
（半角）

数字
（全角）

あいうえお
ぁぃぅぇぉ
かきくけこ
さしすせそ
たちつてとっ
なにぬねの
はひふへほ
まみむめも
やゆよゃゅょ
らりるれろ
わをん

＜全角スペース＞
、 。 － ・ ！ ？  

アイウエオ
ァィゥェォ
カキクケコ
サシスセソ
タチツテトッ
ナニヌネノ
ハヒフヘホ
マミムメモ
ヤユヨャュョ
ラリルレロ
ワヲン ﾜ ｦ ﾝ

＜全角スペース＞
、 。 － ・ ！ ？  

ｱ ｲ ｳ ｴ ｵ
ｧ ｨ ｩ ｪ ｫ
ｶ ｷ ｸ ｹ ｺ
ｻ ｼ ｽ ｾ ｿ
ﾀ ﾁ ﾂ ﾃ ﾄ ｯ
ﾅ ﾆ ﾇ ﾈ ﾉ
ﾊ ﾋ ﾌ ﾍ ﾎ
ﾏ ﾐ ﾑ ﾒ ﾓ
ﾔ ﾕ ﾖ ｬ ｭ ｮ
ﾗ ﾘ ﾙ ﾚ ﾛ

ﾞ ﾟ
<半角スペース>
､ ｡ -  ･ ! ? 

A B C a b c
D E F d e f
G HIghi
JKLjkl
MNOmno
PQRSpqrs
TUVtuv
WXYZwxyz

-
* .  -  @ _ / ̃
#  (  )  ,  !  ?  +
=  $  % ^
<半角スペース>

ＡＢＣａｂｃ
ＤＥＦｄｅｆ
ＧＨＩｇｈｉ
ＪＫＬｊｋｌ
ＭＮＯｍｎｏ
ＰＱＲＳｐｑｒｓ
ＴＵＶｔｕｖ
ＷＸＹＺｗｘｙｚ

-

- -

＊．－＠＿／～
＃（ ），！？ ＋
＝ ＄ ％ ＾
＜全角スペース＞

2
3
4
5
6
7
8
9
0

1

*
#

２
３
４
５
６
７
８
９
０

１

＊
＃

キー

 ゙゜ﾞﾟ

2.8.3 文字入力のしかた
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2.8.4  着信履歴、発信履歴を使う
着信履歴の表示

1. 待機中に 【◀】 を押す

2. 【▲】または【▼】を押して「着信履歴」を選択し、  を押す

お知らせ
• 待機中に「不在着信」が画面に表示されたときは、手順 2 で「不在着信」を選択します。

発信履歴の表示
1. 待機中に  を押す

2. 【▲】または【▼】を押して「発信履歴」を選択し、  を押す

発信、着信履歴の消去
[着信履歴または発信履歴表示中]

1. 【▲】または【▼】を押して消去する項目を選択し、  を押す

2. 【▲】または【▼】を押して「消去」*1 を選択し、  を押す

3. 【▲】または【▼】を押して「はい」を選択し、  を押す
*1 すべての連絡先を消去するには、「全消去」を選択してください。

2.8.4 着信履歴、発信履歴を使う
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2.8.5  回線ステータスを確認する（KX-HDV230N のみ）
画面上に表示される各回線の状態を確認することができます（最大 6 回線）。

お知らせ
• 機能キーが回線ステータスキーに割り当てられているとき、機能キーを押すと、回線ステータス画面

を表示することができます。

待機中
1.  を押す

2. 【▲】または【▼】を押して「回線ステータス」を選択し、  を押す

3. 【▲】または【▼】を押して状態を確認したい回線を選択し、  を押す

4. 回線ステータスを確認するには  を押し、確認を終了するには 【キャンセル】 を押す

お知らせ
• 機能キーが回線ステータスキーに割り当てられているとき、機能キーを押すと、回線ステータス画面

を表示することができます。

通話中
1.  を押す

2. 【▲】または【▼】を押して状態を確認したい回線を選択し、  を押す

3. 回線ステータスを確認するには  を押し、確認を終了するには【キャンセル】を押す

お知らせ
• 機能キーが回線ステータスキーに割り当てられているとき、機能キーを押すと、回線ステータス画面

を表示することができます。

回線ステータスに関する表示
表示内容 本機の状態 選択した回線でできること

空き*1 回線は待機中です。 電話をかけることができます。
使用中 回線は通話中です。 —
保留*2 回線は保留中です。 保留中の電話に応答します。
着信*2 回線に着信中です。 電話に応答します。
再呼*2 回線は保留再呼中です。 電話に応答します。
<x> 使用中*3 共用回線はほかの電話機が使用

中です。
通話に参加します。

<x> 保留*3 共用回線ほかの電話機により保
留中です。

保留中の電話に応答します。

*1 各回線に機能が設定されているとき、その機能に対応したアイコンも表示されます。 詳細は下の表を参照してください。
*2 回線がこの状態にあるとき、通話情報も表示されます。
*3 共用回線が設定されている場合、<x>（インデックス番号）も表示されます。設定はシステム管理者が行ってください。詳細は、

システム管理者にお問い合わせください。

アイコン 本機の状態
不在転送が設定されています。

2.8.5 回線ステータスを確認する（KX-HDV230N のみ）
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アイコン 本機の状態
不在設定が設定されています。

非通知で電話をかけるように設定されています。

発信者番号が非通知の着信を拒否するように設定されています。

2.8.5 回線ステータスを確認する（KX-HDV230N のみ）
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第 3 章
基本操作

ここでは、本機の基本操作を説明します。
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3.1  電話をかける
ここでは、電話のかけ方について説明します。
• 入力した電話番号を確認してから電話をかけることができます（プリセットダイヤル）。
• プリセットダイヤルで入力したすべての番号を削除するには、  を 1 秒以上押します。
• ダイヤルをキャンセルするには、【キャンセル】を押してください。
• 電話番号の間にポーズ（３秒）を入れるには、  を押します。*1

例えば、あらかじめ録音された音声メッセージなど聞かずにボイスメールサービスを操作するときに便利
です。長いポーズが必要な場合は、ポーズを繰り返し入力してください。

• +記号（国際電話コード）は、【#】を長押しすれば入力することができます。
*1 このソフトキーは、電話機に設定されているときのみ表示されます。詳細は、システム管理者にお問い合わせください。

3.1.1  基本的な電話のかけ方
電話をかける

1. 待機中に受話器を取る

2. 電話番号を入力する

3.  を押す

4. 通話が終わったら、受話器を戻す

お知らせ
• 回線を割り当てられている機能キーを押せば、特定の回線を使うことができます。
• 受話器を戻さずに、新たな番号をダイヤルするには、以下の手順を行います。

1.  を押す
2. 【▲】または【▼】を押して、「フック」を選択する
3.  を押す
4. 新たな番号をダイヤルする

 
プリセットダイヤル
待機中、受話器を置いたまま、ダイヤルを開始できます。番号をダイヤルし、受話器を取ると、発信が始ま
ります。

3.1 電話をかける

46 取扱説明書（操作編） Document Version: 2016-09



3.1.2  簡単に電話をかける
再ダイヤルリストを使い、電話をかける

最後にかけた電話番号は、再ダイヤルキーに登録されます（最大 32 桁）。

1. 待機中に【再ダイヤル】を押す

2. 受話器を取る

ホットキーから電話をかける
各ダイヤルキーに電話番号を登録して、登録したダイヤルキーを長押しすることで、簡単にかけたい電話番
号にかけることができます。（“4.4 ホットキーを設定する”参照）

1. 短縮ホットキーとして、設定されたダイヤルキー（【0】～【9】）を 1 秒以上長押しする

2. 受話器を取る

お知らせ
• ホットキーの情報が表示されてるときに、【▲】または【▼】を押して別のホットキーを選択すること

ができます。
• ホットキーダイヤルが「自動」に設定されているとき、割り当てられたダイヤルキーをあらかじめ設

定された時間、長押しすると、ホットキーの番号がダイヤルされます。

ホットラインを使い、電話をかける
ダイヤルすることなく、登録された電話番号に自動的に電話をかけることができます。詳細は、システム管
理者にお問い合わせください。

1. 待機中に受話器を取る

3.1.2 簡単に電話をかける
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着信履歴、発信履歴を使う
着信履歴から電話をかける
1. 待機中に【◀】を押す

2. 【▲】または【▼】を押して「着信履歴」を選択し、  を押す

3. 【▲】または【▼】を押して電話をかけたい連絡先を選択する

4. 受話器を取る

5. 通話が終わったら、受話器を戻す

お知らせ
• 待機中に「不在着信」が画面に表示されたときは、手順 2 で「不在着信」を選択し、電話番号を選択

することができます。

発信履歴から電話をかける
1. 待機中に  を押す

2. 【▲】または【▼】を押して「発信履歴」を選択し、  を押す

3. 【▲】または【▼】を押して電話をかけたい連絡先を選択する

4. 受話器を取る

5. 通話が終わったら、受話器を戻す

電話帳から電話をかける
個人電話帳を使う
お知らせ

• この機能を使うには、個人電話帳を有効にする必要があります。詳細は、システム管理者にお問い合
わせください。

1. 待機中に  を押す

2. 【▲】または【▼】を押して「電話帳」*1 を選択し、  を押す

3.  を押して、名前（ﾌﾘｶﾞﾅ）を入力し、  を押す

4. 【▲】または【▼】を押して連絡先を選択し、【決定】を押す*2

5. 【▲】または【▼】を押して電話をかけたい電話番号を選択する

6. 受話器を取る

7. 通話が終わったら、受話器を戻す
*1 電話帳が個人電話帳のみの場合は、この手順は不要です。
*2 【▲】または【▼】を長押しすると、次の連絡先または前の連絡先が自動的に表示されます。

共有電話帳を使う
共有電話帳が使用可能であれば、個人電話帳以外に共有電話帳も参照できます。

お知らせ
• この機能は、システム管理者が設定することをお勧めします。詳細は、システム管理者にお問い合わ

せください。

1. 待機中に  を押す

3.1.2 簡単に電話をかける
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2. 【▲】または【▼】を押して「共有電話帳」*1 を選択し、  を押す

3. 名前（ﾌﾘｶﾞﾅ）を入力し、  を押す

4. 【▲】または【▼】を押して連絡先を選択し、  を押す*2

5. 【▲】または【▼】を押して電話をかけたい電話番号を選択する

6. 受話器を取る

7. 通話が終わったら、受話器を戻す
*1 電話帳が共有電話帳のみの場合は、この手順は不要です。
*2 【▲】または【▼】 を長押しすると、次の連絡先または前の連絡先が自動的に表示されます。

3.1.3  多拠点に同時に放送する（マルチキャストページング機能）
ページング呼び出しを行うと、ほかの電話のスピーカーから音声を出すことができます。
マルチキャストページングはその機能が有効なときのみ利用できます。詳細はシステム管理者へお問い合
わせください。
 
マルチキャストページング受信
マルチキャストページングの種類（チャンネル）によっては、自動受信したり、手動でチャンネルを選択し
て 受信することができます。詳細はシステム管理者へお問い合わせください。

3.1.3 多拠点に同時に放送する（マルチキャストページング機能）
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3.2  電話を受ける
ここでは、基本的な電話の受けかたについて説明します。
• それぞれ着信のタイプで着信音色を変えることができます。
• 着信があった場合に、自動的に応答することができます。
• 着信音の音量を調節したり、オフにしたりすることができます。
• 電話帳に登録された電話から着信すると、番号や名前が表示されます。
• ヘッドセットを本機につなぐと、着信音はスピーカーから聞こえます。

ヘッドセットによっては、着信音がヘッドセットから聞こえることがあります。
• 同時に着信できる最大数は KX-HDV130N: 2、KX-HDV230N: 24 です。 それ以上の着信は話中となりま

す。

3.2.1  電話に応答する
電話を受ける

1. 受話器を取る*1

*1 受話器を取っているときは、受話器のフックを押してから離します。

お知らせ
• 保留中、着信があったときに受話器を取ると着信に応答します。

特定の回線にかかってきた電話を受ける（KX-HDV130N）
1. 対応するキー（【ライン１/P1】または【ライン２/P2】）を押す

お知らせ
• この機能は、機能キーが回線キーとして割り当てられるときに使えます。
• 着信時に、回線キーは青色で速く点滅します。
• 着信のタイプごとに着信音色を変えることができます。

特定の回線にかかってきた電話を受ける（KX-HDV230N）
1. 該当する機能キーを押す

お知らせ
• 機能キーが回線キーとして割り当てられているときに、この機能を使うことができます。
• 着信時に、回線キーは青色で速く点滅します。
• 着信のタイプごとに着信音色を変えることができます。

複数の着信があるときに電話を受ける（KX-HDV230N のみ）
1.  を押す

2. 【▲】または【▼】を押して着信を選択し、  を押す

3. 受話器を取る

着信を拒否する
1. 着信中に  を押す

3.2 電話を受ける
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着信を拒否し、電話機は待機状態に戻ります。

お知らせ
• 特定の電話番号からの着信を自動的に拒否することもできます。（“4.7  着信を拒否する”参照）

自動応答を設定する
着信があった場合に、自動的に応答することができます。呼び出し音が設定した回数 鳴った後、自動的に通
話が開始されます。

1. 待機中に【ミュート／自動応答】を押す
画面上に  が表示されます。
解除するには【ミュート／自動応答】を押す

3.2.2  受話器を取らずに通話する（ハンズフリー）
ハンズフリー機能を使用して、受話器を取らずに通話ができます。このモードは、通話中にほかの仕事をす
るときに便利です。

ハンズフリー機能を使用する
• 待機中に 【スピーカーホン】を押すと、ハンズフリーモードで発信ができます。
• ヘッドセットでの通話中に【スピーカーホン】を押すと、ハンズフリーで通話ができます。

ハンズフリー機能を終了する
次のいずれかの操作を行うと、ハンズフリー通話を解除することができます。
• ハンズフリーで通話中に、受話器を取る
• ヘッドセットが本機に接続されていれば、ハンズフリー通話中に【ヘッドセット】を押すとヘッドセット

で通話を続けることができます。

3.2.2 受話器を取らずに通話する（ハンズフリー）
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3.3  通話中
3.3.1  転送する

別の内線電話、または外線電話へ電話を転送することができます。

転送する
1. 通話中に【転送】を押す

2. 転送したい相手の電話番号をダイヤル後、  を押す

3. 転送先が応答するのを待つ

4.  を押す

5. 受話器を戻す

お知らせ
• 転送先が応答する前に【キャンセル】を２回押すと、もとの通話に戻ることができます。

転送先が応答する前に転送する（ブラインド転送）
1. 通話中に  を押す*1

2. 転送したい相手の電話番号をダイヤル後、  を押す
*1 ブラインド転送が許可されていないとき、  は表示されません。詳細は、システム管理者にお問い合わせください。

3.3.2  保留する
通話中の電話を保留することができます。

保留する（KX-HDV130N）
1. 【 保留 /メッセージ】を押す

お知らせ
• 機能キーが回線キーとして割り当てられるときに、通話で使っている回線キーとは別の回線キーを押

すと、通話が保留されるか、自動保留が設定してある場合は切断されます。詳細は、システム管理者
にお問い合わせください。

保留する（KX-HDV230N）
1. 【 保留 】を押す

お知らせ
• 機能キーが回線キーとして割り当てられるときに、通話で使っている回線キーとは別の回線キーを押

すと、通話が保留されるか、自動保留が設定してある場合は切断されます。詳細は、システム管理者
にお問い合わせください。

保留中の電話に応答する（KX-HDV130N）
1. 【 保留 /メッセージ】を押す*1

*1 受話器を取っているときは、受話器のフックを押してから離します。

3.3 通話中
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お知らせ
• 保留中、着信があったときに受話器を取ると着信に応答します。
• 以下の手順で、保留中の電話に応答することができます。

1. 対応する【ライン１/P1】、または【ライン２/P2】を押す*1

2.  を押す
*1 【ライン２/P2】、または【ライン２/P2】が回線キーとして割り当てられていて、その回線が保留中である場合に応答できま

す。

保留中の電話に応答する（KX-HDV230N）
1. 【 保留 】を押す*1

2. ２つ以上の回線が保留中のとき、【▲】または【▼】を押して保留中の回線を選択し、  を押す
*1 受話器を取った状態のときは、受話器を戻して、【 保留 】を押してください。

お知らせ
• 保留中、着信があったときに受話器を取ると着信に応答します。
• 機能キーが回線キーとして割り当てられていて、その回線が保留中である場合、以下の手順で電話に

応答することができます。
1. 該当する機能キーを押す

3.3.3  特定エリアに保留する（コールパーク）
この機能を使って、転送することができます。
コールパーク機能を使用するには事前にソフトキー、機能キーにその機能を割り当てる必要があります。ま
た、お使いの SIP サーバーやシステムによっては対応していない、あるいは別途設定が必要な場合もありま
す。詳細はシステム管理者へお問い合わせください。

パーク保留をする
1.  を押す（ソフトキーにコールパークが割り当てられている場合）

あるいはコールパークが割り当てられた未使用（LED 消灯）の機能キーを押す

2.  を押す、または受話器を戻す

お知らせ
• 手順１で音声ガイダンスが流れる場合があります。

パーク保留中の電話を受ける
1. 受話器を取る

2. パーク保留解除の番号を入力する
あるいはコールパークが割り当てられた使用中（遅い青点滅、または遅い赤点滅）の機能キーを押す

お知らせ
• パーク保留解除の番号は、お使いの SIP サーバーにより異なります。また、お使いの SIP サーバーに

よっては、パーク保留中の回線を知らせるために  が点滅します。この場合、点滅中の  を
押すと電話を取ることができます。詳細は、システム管理者にお問い合わせください。

3.3.3 特定エリアに保留する（コールパーク）
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3.3.4  交互に 2 人の相手と通話する
相手を保留にしたまま別の相手と通話をしている場合に、その通話を保留にし、保留にしていた相手との通
話に切り替えることができます。

交互に 2 人の相手と通話する（KX-HDV130N）
1. 通話中に【 保留 /メッセージ】を押す

2. 別の相手の電話番号をダイヤルし、  を押す

3. 別の相手と話し、【 保留 /メッセージ】を押す

4. 元の相手と話す

交互に 2 人の相手と通話する（KX-HDV230N）
1. 通話中に【 保留 】を押す

2. 別の相手の電話番号をダイヤルし、  を押す

3. 別の相手と話し、  を押す

4. 【▲】または【▼】を押して元の相手を選択し、  を押す

5. 元の相手と話す

3.3.5  3 者会議通話をする
2 者通話中に別の相手を加えて、同時に 3 者での通話ができます。

お知らせ
• お使いの SIP サーバーによっては、4 者以上での会議通話など高度な会議機能をサポートしている場

合があります。この場合、会議通話を操作する手順が、ここで説明しているものと異なる可能性があ
ります。詳細は、システム管理者にお問い合わせください。

3 者会議通話をする
1. 通話中に【会議】を押す

2. 通話に加えたい相手の電話番号をダイヤル後、  を押す

3. 【会議】を押す
会議通話を終了するには、受話器を戻す

3 者会議通話から 2 者通話に戻す（KX-HDV130N）
3 者会議通話中、一方の参加者との通話を終了させ、2 者通話に戻します。この操作は、3 者会議通話の開
催者のみ可能です。

1. 会議通話中に【 保留 /メッセージ】を押す

2. 通話を終了させたい相手に対応するキー（【ライン１/P1】または【ライン２/P2】）*1 を押す

3. 終了させたい相手との通話が終わったら、受話器を戻す

4. 受話器を取り、残った相手と話す
*1 この機能は、機能キーが回線キーとして割り当てられるときに使えます。

3.3.4 交互に 2 人の相手と通話する
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3 者会議通話から 2 者通話に戻す（KX-HDV230N）
3 者会議通話中、一方の参加者との通話を終了させ、2 者通話に戻します。この操作は、3 者会議通話の開
催者のみ可能です。

1. 会議通話中に【 保留 】を押し、受話器を戻す

2. 保留状態になっている相手を示すために、【 保留 】を押す

3. 【▲】または【▼】を押して会議通話から終了させたい相手を選択し、  を押す

4. 終了させたい相手との通話が終わったら、受話器を戻す

5. 【 保留 】を押す

3 者会議通話を終了する
会議通話を終了するには、受話器を戻す

3.3.6  通話中に自分の声を相手に聞こえないようにする（ミュート）
通話中に自分の声を相手に聞こえないようにすることができます。

設定、設定解除する
1. 【ミュート／自動応答】を押す

お知らせ
• <ﾐｭｰﾄ> が画面上で点滅しているときは、ミュートがオンになっています。
• ミュート中は、【スピーカーホン】をオンしても、受話器を取って【スピーカーホン】をオフにして

も、ミュート状態は継続されます。
• ミュート中にヘッドセットの接続を切り替えても、ミュート状態は継続されます。

3.3.7  通話中にかかってきた電話に応答する（話中時着信）
通話中に電話がかかってきた場合に、話中着信音が聞こえます。現状の通話を切る、または保留にし、通話
中にかかってきた相手と通話できます。この機能が有効なときのみ使用できます。詳細は、システム管理者
にお問い合わせください。

通話中の電話を切断して、かけてきた相手と通話する
1. 受話器を戻す

2. 受話器を取る

通話中の電話を保留して、かけてきた相手と通話する
1.  を押す

お知らせ
• KX-HDV130N の場合、【 保留 /メッセージ】 を押すことでも、かけてきた相手と通話することができ

ます。
• KX-HDV230N の場合、【 保留 】 を押すことでも、かけてきた相手と通話することができます。

3.3.8  相手の声を周りの人に聞かせる（オフフックモニター）
受話器での通話中に、通話相手の声をスピーカーから自分の周りにいる人に聞かせることができます。

3.3.6 通話中に自分の声を相手に聞こえないようにする（ミュート）
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開始、終了する
1. 通話中に【スピーカーホン】を押す

お知らせ
• オフフックモニター中に受話器を戻すと、ハンズフリーで通話ができます。
• オフフックモニター中に音量を調節すると、受話器とスピーカーの両方の音量が調節されます。

3.3.9   ヘッドセットと受話器から声を聞く（トレーナーモード）
（KX-HDV230N のみ）

トレーナーモードでは、通話中にヘッドセットと受話器の両方から相手の声を聞くことができます。この
モードは、電話オペレーターを訓練するときに有効です。電話オペレーターがヘッドセットを使って相手と
話しているときに、指導者も受話器から同じ相手の声を聞くことで、電話オペレーターに通話相手への応対
方法を教えることができます。

トレーナーモードを開始する
1. ヘッドセットを使って通話しているときに、受話器を取る

2. 【ヘッドセット】を押す

トレーナーモードを終了する
1. 受話器を戻す

ヘッドセットでは通話が続きます。

3.3.9 ヘッドセットと受話器から声を聞く（トレーナーモード）（KX-HDV230N のみ）
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3.4  席を離れる前に行う操作
3.4.1  不在転送／不在設定を設定する

かかってきた電話を別の電話機に転送することができます。電話がかかってきても着信をしないように設
定することができます。

1.  を押す

2. 【▲】または【▼】を押して「転送/不在」を選択し、  を押す

3. 複数の回線を使用できる場合は、【▲】または【▼】を押して設定する回線を選択し、  を押す

4. 【▲】または【▼】を押して以下の設定を選択し、  を押す
• 不在設定

（電話がかかってきても着信しないように設定します。）
• 不在転送

（すべての着信を、設定した転送先へ転送します。）
• 話中転送

（通話中にかかってきた電話を、設定した転送先へ転送します。）
• 不応答転送 *1

（かかってきた電話に一定時間応答しなかった場合、設定した転送先へ転送します。）

5. 設定を有効にするには 「オン」、解除するには「オフ」を選択し、  を押す

6. 不在転送、話中転送、不応答転送を選択した場合は、新しい転送先の電話番号を入力するか、設定した
転送先の電話番号を確認して変更し、  を押す

*1 電話を転送するまでの時間を設定するには、鳴動回数を選択します。

お知らせ
• 不在転送や不在設定が設定されているときは、待機中に  および  の両方またはいずれか一

方が画面上に表示されます。

3.4 席を離れる前に行う操作
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3.5  電話帳から電話をかける
3.5.1   個人電話帳に連絡先を登録する
新しい連絡先を登録する

1. 待機中に  を押す

2. 【▲】または【▼】を押して「電話帳登録」を選択し、  を押す

a. 名前（最大全角 12 文字）を入力し、【決定】を押し確定させる

3. 【▲】または【▼】を押して電話番号の種類（ 1 ～ 5 ）を選択し、  を押す*1

a. 電話番号を入力し（最大 32 桁）、  を押す

4. 【▲】または【▼】を押して「グループなし」を選択し、  を押す *2

a. グループを選択し、  を押す*2

5. 優先して使用する番号を設定するには、【▲】または【▼】を押して「優先番号」を選択し、  を押
す *3

a. 【▲】または【▼】を押して優先して使用する番号を選択し、  を押す*3

6.  を押す
*1 電話番号を追加するには、この手順を繰り返します。
*2 グループに割り当てないときは、この手順は不要です。
*3 優先して使用する番号を割り当てない場合は、この手順は不要です。

（登録時に入力した最初の番号が、優先して使用する番号として自動的に割り当てられます。）

お知らせ
• 文字入力については、“2.8.3 文字入力のしかた”をご参照ください。
• 電話番号に入力できる文字は"0"～"9"、"＊"、 "#"、 "+"、 "P"です。

"+"を入力するには "#"を長押しします。 "P"を入力するには  を押します。  は、電話機に設
定されているときのみ表示されます。詳細は、システム管理者にお問い合わせください。

• 同じ名前の連絡先が存在する場合、新しい電話番号が既存の連絡先に追加されます。

ダイヤルから連絡先を登録する
ダイヤルした電話番号を新しく登録する
1. 待機中に電話番号をダイヤルする

2.  を押す

a. 名前（最大全角 12 文字）を入力する

3. 【▲】または【▼】を押して電話番号の種類（ 1 ～ 5 ）を選択し、  を押す*1

a. 必要に応じて電話番号を編集し、  を押す

4. 【▲】または【▼】を押して「グループなし」を選択し、  を押す*2

a. グループを選択し、  を押す

5. 優先して使用する番号を設定するには、【▲】または【▼】を押して「優先番号」を選択し、  を押
す*3

a. 【▲】または【▼】を押して優先して使用する番号を選択し、  を押す

3.5 電話帳から電話をかける
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6.  を押す
*1 電話番号を追加するには、この手順を繰り返します。
*2 グループに割り当てないときは、この手順は不要です。
*3 優先して使用する番号を割り当てない場合は、この手順は不要です。（登録時に入力した最初の番号が、優先して使用する番号と

して自動的に割り当てられます。）

お知らせ
• 文字入力については、“2.8.3 文字入力のしかた”をご参照ください。
• 電話番号に入力できる文字は"0"～"9"、"＊"、 "#"、 "+"、 "P"です。

"+"を入力するには "#"を長押しします。 "P"を入力するには  を押します。  は、電話機に設
定されているときのみ表示されます。詳細は、システム管理者にお問い合わせください。

• 同じ名前の連絡先が存在する場合、新しい電話番号が既存の連絡先に追加されます。

発信履歴や着信履歴から連絡先を登録する
着信履歴または発信履歴に表示された電話番号を個人電話帳に追加することができます。

新しく登録する
1. 待機中に着信履歴か発信履歴を表示する

2. 【▲】または【▼】を押して登録したい電話番号を選択した後で、  を押す

3. 【▲】または【▼】を押して「電話帳登録」を選択し、  を押す

a. 必要に応じて、名前を編集し、  を押す

4. 【▲】または【▼】を押して電話番号の種類（ 1 ～ 5 ）を選択し、  を押す*1

a. 必要に応じて電話番号を編集し、  を押す

5. 【▲】または【▼】を押して「グループなし」を選択し、  を押す*2

a. グループを選択し、  を押す

6. 優先して使用する番号を設定するには、【▲】または【▼】を押して「優先番号」 を選択し、  を押
す*3

a. 【▲】または【▼】を押して優先して使用する番号を選択し、  を押す

7.  を押す
*1 電話番号を追加するには、この手順を繰り返します。
*2 グループに割り当てないときは、この手順は不要です。
*3 優先して使用する番号を割り当てない場合は、この手順は不要です。（登録時に入力した最初の番号が、優先して使用する番号と

して自動的に割り当てられます。）

お知らせ
• 文字入力については、“2.8.3 文字入力のしかた”をご参照ください。
• 電話番号に入力できる文字は"0"～"9"、"＊"、 "#"、 "+"、 "P"です。

"+"を入力するには "#"を長押しします。 "P"を入力するには  を押します。  は、電話機に設
定されているときのみ表示されます。詳細は、システム管理者にお問い合わせください。

• 同じ名前の連絡先が存在する場合、新しい電話番号が既存の連絡先に追加されます。

3.5.1 個人電話帳に連絡先を登録する
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3.5.2   個人電話帳の連絡先を編集する
登録済みの連絡先を編集する

1. 待機中に  を押す*1

2. 【▲】または【▼】を押して「電話帳」を選択し、  を押す

3.  を押して、名前（ﾌﾘｶﾞﾅ）を入力し、  を押す

4. 【▲】または【▼】を押して編集する連絡先を選択し、  を押す

5. 【▲】または【▼】を押して「編集」を選択し、  を押す

6. 【▲】または【▼】を押して、編集したい項目を選択し  を押す

7. 必要に応じてデータを編集し、  を押す

8. 手順 6 から手順 7 を繰り返し、変更したい項目を編集する

9.  を押す
*1 お使いの SIP サーバーによっては、このメニューが出てこない場合があります。この場合は手順 2 は不要です。

お知らせ
• 文字や数字を変更するには、【◀】または【▶】を押してハイライト表示してから、  で削除し、

新しい文字や数字を入力します。
• 1 行全体を削除したいときは、  を 1 秒以上長押しします。
• カーソルを左または右に動かすときは、それぞれ【◀】 、 【▶】を押します。

グループ名を編集する
電話帳にあるグループ名を編集することができます。

1. 待機中に  を押す

2. 【▲】または【▼】を押して「基本設定」を選択し、  を押す

3. 【▲】または【▼】を押して「表示オプション」を選択し、  を押す

4. 【▲】または【▼】を押して「グループ名」を選択し、  を押す

5. 【▲】または【▼】を押して編集したいグループ番号（1～9）を選択し、  を押す

6. グループ名を入力し（最大半角 13 文字）、  を押す

7. 手順 5 と手順 6 を繰り返し、グループ名を編集する

3.5.2 個人電話帳の連絡先を編集する
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3.5.3   個人電話帳から連絡先、電話番号を削除する
お知らせ

• 特定の連絡先のすべての電話番号を削除した場合、その連絡先名も削除されます。

連絡先を削除する
1. 待機中に  を押す

2. 【▲】または【▼】を押して「電話帳」*1 を選択し、  を押す

3.  を押して、名前（ﾌﾘｶﾞﾅ）を入力し、  を押す

4. 【▲】または【▼】を押して連絡先を選択する

5.  を押す

6. 【▲】または【▼】を押して「消去」*2 を選択し、  を押す

7. 【▲】または【▼】を押して「はい」を選択し、  を押す
*1 お使いの SIP サーバーによっては、このメニューが出てこない場合があります。この場合は手順 2 は不要です。
*2 すべての連絡先を削除するには、「消去」 の代わりに  を押して「全消去」 を選択してください。

電話番号を削除する
1. 待機中に  を押す

2. 【▲】または【▼】を押して「電話帳」*1 を選択し、  を押す

3.  を押して、名前（ﾌﾘｶﾞﾅ）を入力し、  を押す

4. 【▲】または【▼】を押して連絡先を選択する

5.  を押す

6. 【▲】または【▼】を押して「電話番号」を選択し、  を押す

7. 【▲】または【▼】を押して電話番号を選択する

8.  を押す

9. 【▲】または【▼】を押して「番号消去」*2 を選択し、  を押す

10.【▲】または【▼】を押して「はい」を選択し、  を押す
*1 お使いの SIP サーバーによっては、このメニューが出てこない場合があります。この場合は手順 2 は不要です。
*2 すべての電話番号を削除するには、「番号消去」 の代わりに 「全番号消去」 を選択してください。また、「番号消去」 の代わりに

「電話番号」を選択すると、詳細画面が表示されます。この画面の  を押すことで電話番号を削除できます。

3.5.3 個人電話帳から連絡先、電話番号を削除する
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3.5.4   個人電話帳の連絡先を検索する
名前で検索する

名前を入力して電話帳の連絡先を検索することができます。

1. 待機中に  を押す

2. 【▲】または【▼】を押して「電話帳」*1 を選択し、  を押す

3.  を押して、名前（ﾌﾘｶﾞﾅ）を入力し、  を押す

4. 【▲】または【▼】を押して項目を選択し、【決定】を押す*2

5. 【▲】または【▼】を押して電話をかけたい電話番号を選択する

6. 受話器を取り、電話をかける
*1 電話帳が個人電話帳のみの場合は、この手順は不要です。
*2 【▲】または【▼】を長押しすると、次の連絡先または前の連絡先が自動的に表示されます。

お知らせ
• 電話帳の連絡先を表示中に、検索する名前（ﾌﾘｶﾞﾅ）を入力すると、その文字が画面上に表示され、連

絡先の検索ができます。

グループで検索する
電話帳にある連絡先がグループに割り当てられている場合、グループにより検索ができます。

1. 待機中に  を押す

2. 【▲】または【▼】を押して「電話帳」*1 を選択し、  を押す

3.  を押して、【＃】を押す

4. 【▲】または【▼】を押してグループを選択し、  を押す

5. グループにある連絡先の名前、または名前の最初の文字を入力し、  を押す

6. 【▲】または【▼】を押して項目を選択する

7. 受話器を取り、電話をかける
*1 電話帳が個人電話帳のみの場合は、この手順は不要です。

3.5.4 個人電話帳の連絡先を検索する
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3.5.5  電話帳をロックする、ロックを解除する（ディスプレイロック
の設定、解除）

待機中に電話帳をロックしたり、ロックを解除したりすることができます。
パスワードが設定してある場合に、電話帳をロックすることができます。
パスワードの設定については、 “4.2 パスワードを設定する”をご参照ください。

お知らせ
• 個人電話帳または共有電話帳のどちらかをロックすると、他方もロックされます。電話帳のロックを

解除すると、両方の電話帳のロックが解除されます。

電話帳をロックする
1.  を 2 秒以上長押しする*1

2. パスワードを入力する
*1 通話履歴もロックされます。

電話帳のロックを解除する
1.  を 2 秒以上長押しする

2. パスワードを入力する*1

3. 待機中に戻すには、【キャンセル】を押す
*1 パスワードを 3 回間違えると、約 30 秒間は他のパスワードを入力することができません。

電話帳のロックを一時的に解除する
1.  または  を押す

2. パスワードを入力する*1

*1 パスワードを 3 回間違えると、約 30 秒間は他のパスワードを入力することができません。

3.5.6  電話帳をエクスポート／インポートする
Web プログラミングを使用して、お使いのパソコンへタブ区切り形式のファイルで電話帳をエクスポートす
ることができます。これにより、スプレッドシートアプリケーションやテキストエディターを使用して、パ
ソコン上で連絡先の追加や編集をすることができます。編集後は、ファイルを本機へインポートできます。
また、本機からエクスポートした電話帳を、別の電話機へインポートすることもできます。
電話帳のエクスポート／インポートについては、システム管理者にお問い合わせください。
 

お願い
• 電話帳をエクスポートしてパソコンで連絡先を削除した場合、再度同じ電話機にインポートしても、

電話機の電話帳からは削除されません。不要な連絡先は、Web プログラミングからではなく、ご使用
の電話機から削除してください。

 

お知らせ
• 電話帳をインポートまたはエクスポートしている間、電話をかけたり受けたりすることができません。

3.5.5 電話帳をロックする、ロックを解除する（ディスプレイロックの設定、解除）
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3.5.7  共有電話帳から連絡先を検索する
1. 待機中に  を押す

2. 【▲】または【▼】を押して「共有電話帳」*1 を選択し、  を押す

3. 名前（ﾌﾘｶﾞﾅ）を入力し、  を押す

4. 【▲】または【▼】を押して項目を選択し、  を押す*2

5. 【▲】または【▼】を押して電話をかけたい電話番号を選択する

6. 受話器を取り、電話をかける
*1 電話帳が共有電話帳のみの場合は、この手順は不要です。
*2 【▲】または【▼】を長押しすると、次の連絡先または前の連絡先が自動的に表示されます。

3.6  ボイスメールを確認する
ボイスメールがあるときに、「メッセージ」が表示されます。
メールボックスにアクセスすると、新着メッセージを確認することができます。

1. 待機中に【 保留 /メッセージ】を押す（KX-HDV130N）*1

2. 【▲】または【▼】を押して「 」が表示されている回線を選択し、  を押す
*1 KX-HDV230N の場合、待機中に【メッセージ】を長押しします。

お知らせ
• 使用可能な回線がひとつのみのときは、手順２は不要です。

3.5.7 共有電話帳から連絡先を検索する
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第 4 章
本機を設定する

基本設定やより便利に使うためのカスタマイズの設定
を説明しています。
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4.1  液晶表示部（LCD）の設定を変更する
画面の設定を変更する

待機中の画面に表示する項目（名前、電話番号）の設定を変更することができます。

1.  を押す

2. 【▲】または【▼】を押して「基本設定」を選択し、  を押す

3. 【▲】または【▼】を押して「表示オプション」を選択し、  を押す

4. 【▲】または【▼】を押して「待機画面」を選択し、  を押す

5. 【▲】または【▼】を押して項目を選択し、  を押す

4.1 液晶表示部（LCD）の設定を変更する
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4.2  パスワードを設定する
パスワードは、最初は設定されていません。ご使用前に、パスワード（4 桁）を登録してください。パスワー
ドを設定すれば次の機能を使うことができます。
• 電話帳、通話履歴のロック

お知らせ
• 本機への不正なアクセスを防ぐために、下記事項をお守りください。

– パスワードはできるだけ推測されにくいものを設定してください。
– パスワードは定期的に変更してください。

• 忘れないようにパスワードを書きとめておいてください。

設定する
1. 待機中に  を押す

2. 【▲】または【▼】を押して「基本設定」を選択し、  を押す

3. 【▲】または【▼】を押して「その他」を選択し、  を押す

4. 【▲】または【▼】を押して「パスワード変更」を選択し、  を押す

5. 新しいパスワード（4 桁、0～9）を入力する

6. 確認用として再度同じパスワードを入力した後､  を押す

4.2 パスワードを設定する
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4.3  ソフトキーを編集する
ソフトキーに割り当てる機能をカスタマイズすることができます。

初期設定に戻す
1. 待機中に  を押す

2. 【▲】または【▼】を押して「基本設定」を選択し、  を押す

3. 【▲】または【▼】を押して「キー オプション」を選択し、  を押す

4. 【▲】または【▼】を押して「ソフトキー編集」を選択し、  を押す

5. 【▲】または【▼】を押して編集したいソフトキー（[1]、[2]、[3]）を選択し、  を押す

6. 【▲】または【▼】を押して「待機画面」または「通話画面」を選択し、  を押す

7. 【▲】または【▼】を押して「初期設定」を選択し、  を押す

機能キーを割り当てる
1. 待機中に  を押す

2. 【▲】または【▼】を押して「基本設定」を選択し、  を押す

3. 【▲】または【▼】を押して「キー オプション」を選択し、  を押す

4. 【▲】または【▼】を押して「ソフトキー編集」を選択し、  を押す

5. 【▲】または【▼】を押して編集したいソフトキー（[1]、[2]、[3]）を選択し、  を押す

6. 【▲】または【▼】を押して「待機画面」または「通話画面」を選択し、  を押す

7. 【▲】または【▼】を押して「機能キー」を選択し、  を押す

8. 【▲】または【▼】を押して割り当てる機能を選択し、  を押す

ホットキーダイヤルを割り当てる
1. 待機中に  を押す

2. 【▲】または【▼】を押して「基本設定」を選択し、  を押す

3. 【▲】または【▼】を押して「キー オプション」を選択し、  を押す

4. 【▲】または【▼】を押して「ソフトキー編集」を選択し、  を押す

5. 【▲】または【▼】を押して編集したいソフトキー（[1]、[2]、[3]）を選択し、  を押す

6. 【▲】または【▼】を押して「待機画面」または「通話画面」を選択し、  を押す

7. 【▲】または【▼】を押して「ホットキーダイヤル」を選択し、  を押す

8. 【▲】または【▼】を押して割り当てるホットキーダイヤル番号を選択し、  を押す

4.3 ソフトキーを編集する
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4.4  ホットキーを設定する
ダイヤルキーに電話番号を登録すると、ダイヤルキーの長押しで電話をかけることができます。

電話帳からホットキーを割り当てる
個人電話帳に登録される電話番号を、ホットキーとしてダイヤルキーに割り当てることができます。

1. 待機中に、ホットキーとして登録されているダイヤルキー（【0】～【9】）を 1 秒以上長押しする

2.  を押す

3. 【▲】または【▼】を押して「電話帳からコピー」を選択し、  を押す

4.  を押して、名前（ﾌﾘｶﾞﾅ）を入力し、  を押す

5. 【▲】または【▼】を押して番号を選択し、  を 2 回押す

6. 「保存」を選択し、  を押す

ホットキーを編集する
1. 待機中に、ホットキーとして登録されているダイヤルキー（【0】～【9】）を 1 秒以上長押しする

2.  を押す

3. 【▲】または【▼】を押して「編集」を選択し、  を押す

4. 必要に応じてホットキーの名前を編集し、  を押す

5. 必要に応じてホットキーの電話番号を編集し、  を押す

6. 「保存」を選択し、  を押す

ホットキーの登録を削除する
1. 待機中に、ホットキーとして登録されているダイヤルキー（【0】～【9】）を 1 秒以上長押しする*1

2.  を押す

3. 【▲】または【▼】を押して「消去」を選択し、  を押す*2

4. 【▲】または【▼】を押して「はい」を選択し、  を押す
*1 画面にホットキー情報が表示されているとき、 【▲】または【▼】を押して他のホットキー番号を選択することができます。
*2 すべての連絡先を削除するには、「消去」の代わりに「全消去」を選択してください。

ホットキーから電話をかけるときの種類を選択する
ホットキーから電話をかけるときに、2 種類から選択することができます。

1. 待機中に、ホットキーとして登録されているダイヤルキー（【0】～【9】）を 1 秒以上長押しする

2.  を押す

3. 【▲】または【▼】を押して「自動発信設定」を選択し、  を押す

4. 「マニュアル」または「自動」を選択し、  を押す
• 「マニュアル」:

割り当てられたホットキーを 1 秒以上長押し、受話器を取ると、その後ダイヤルされます。
• 「自動」:

割り当てられたホットキーを長押しすると、自動で割り当てられた番号にダイヤルされます。

4.4 ホットキーを設定する
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お知らせ
• ホットキーによる自動発信する場合、長押しする時間を秒単位で設定することができます。詳細は“基

本設定メニュー：キー オプション”の“ホットキー時間”をご参照ください。

4.4 ホットキーを設定する
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4.5   機能キーを変更する（DSS キー*1 含む）
*1 KX-HDV230N のみ
 

機能キーを変更する
1. 待機中に  を押す

2. 【▲】または【▼】を押して「基本設定」を選択し、  を押す

3. 【▲】または【▼】を押して「キー オプション」を選択し、  を押す

4. 【▲】または【▼】を押して「機能キー」*1 を選択し、  を押す

5. 【▲】または【▼】を押して変更する機能キーを選択し、  を押す*2

6. 【▲】または【▼】を押して割り当てる機能を選択し、  を押す
• 必要に応じて、回線、ラベル、電話番号 などの追加の設定を行ってください。

*1 KX-HDV20N の DSS キーに機能を割り当てるには、「DSS キー」を選択します。
*2 「DSS キー」を選択した場合は DSS キーを直接押すことによっても選択できます。

お知らせ
• 待機中に機能キー（KX-HDV230N のみ）および DSS キーを 3 秒以上長押しすることにより、機能を

割り当てることもできます。

4.5 機能キーを変更する（DSS キー*1 含む）
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4.6  非通知設定を使う
非通知で電話をかける

相手に電話番号を通知しないで、電話をかけるときに設定します。初期設定はオフです。

お知らせ
• 設定は、システム管理者が行うことをお勧めします。詳細は、システム管理者にお問い合わせくださ

い。
• この機能は、お使いの SIP サーバーによっては対応していない場合があります。詳細は、システム管

理者にお問い合わせください。

1.  を押す

2. 【▲】または【▼】を押して「基本設定」を選択し、  を押す

3. 【▲】または【▼】を押して「通話設定」を選択し、  を押す

4. 【▲】または【▼】を押して「匿名発信」を選択し、  を押す

5. 【▲】または【▼】を押して回線を選択し、  を押す

6. 【▲】または【▼】を押して「オン」を選択し、  を押す

非通知設定の着信を拒否する
電話番号を非通知設定にしている番号からの着信を拒否するときに設定します。初期設定は「オフ」です。

お知らせ
• 設定は、システム管理者が行うことをお勧めします。詳細は、システム管理者にお問い合わせくださ

い。

1.  を押す

2. 【▲】または【▼】を押して「基本設定」を選択し、  を押す

3. 【▲】または【▼】を押して「通話設定」を選択し、  を押す

4. 【▲】または【▼】を押して「匿名着信を拒否」を選択し、  を押す

5. 【▲】または【▼】を押して選択したい回線を選び、  を押す

6. 【▲】または【▼】を押して「オン」を選択し、  を押す

4.6 非通知設定を使う
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4.7   着信を拒否する
この機能により、迷惑通話など電話応答したくない特定の電話番号を拒否することができます。
着信拒否番号リストに登録されている番号と同じ番号ならば、着信は拒否され着信音も鳴りません。

着信拒否の電話番号を登録する
着信を拒否したい電話番号は、着信履歴や番号を直接入力して、着信拒否番号リストに登録することができ
ます（最大 30 件）。

1.  を押す

2. 【▲】または【▼】を押して「基本設定」を選択し、  を押す

3. 【▲】または【▼】を押して「通話設定」を選択し、  を押す

4. 【▲】または【▼】を押して「着信拒否（番号）」を選択し、  を押す

5. 【▲】または【▼】を押して空白行を選択し、  を押す

6. 【▲】または【▼】を押して「編集」を選択し、  を押す

7. 電話番号を入力し（最大 32 桁）  を押す

お知らせ
• 拒否したい着信履歴を表示中に  を押し、手順４からの操作を実施することでも登録できます。

着信拒否する電話番号を編集する
1.  を押す

2. 【▲】または【▼】を押して「基本設定」を選択し、  を押す

3. 【▲】または【▼】を押して「通話設定」を選択し、  を押す

4. 【▲】または【▼】を押して「着信拒否（番号）」を選択し、  を押す

5. 【▲】または【▼】を押して電話番号を選択し、  を押す

6. 【▲】または【▼】を押して「編集」を選択し、  を押す

7. 電話番号を入力し（最大 32 桁）  を押す

着信拒否として登録した電話番号を削除する
1.  を押す

2. 【▲】または【▼】を押して「基本設定」を選択し、  を押す

3. 【▲】または【▼】を押して「通話設定」を選択し、  を押す

4. 【▲】または【▼】を押して「着信拒否（番号）」を選択し、  を押す

5. 【▲】または【▼】を押して電話番号を選択し、  を押す

6. 【▲】または【▼】を押して「番号消去」*1 を選択し、  を押す

7. 【▲】または【▼】を押して「はい」を選択し、  を押す
*1 すべての連絡先を削除するには、「番号消去」の代わりに「全番号消去」を選択してください。

4.7 着信を拒否する
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4.8  エコモードを設定する
このモードを有効にすると、本機の消費電力量を減らすことができます。

お知らせ
• エコモードを設定している場合、「通信速度」は以下のように変更されます。

– 通信速度は、10M 全二重
– PC ポートは、使用不可

• エコモード設定が変更されると、本機は再起動します。

• エコモードが設定されている場合、待機中は ECO  が表示されます。

設定する
1. 待機中に  を押す

2. 【▲】または【▼】を押して「エコモード」を選択し、  を押す

3. 【▲】または【▼】を押して「オン」*1 を選択し、  を押す
*1 エコモードを解除するには、「オフ」（初期設定）を選択します。

4.8 エコモードを設定する
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4.9  基本設定を変更する
1. 待機中に  を押す

2. 【▲】または【▼】を押して「基本設定」を選択し、  を押す

3. 【▲】または【▼】を押して基本設定メニューを選択し、  を押す

4.9.1  基本設定メニュー構成
基本設定メニュー：着信オプション

サブメニュー 説明 設定できる項目 初期値
着信音量 着信音量を調節

します。
レベル 0（オフ）～レベル 8 レベル 5

着信音 着信音を選択し
ます。*1

KX-HDV130N： 回線［1］
～回線［2］
KX-HDV230N： 回線［1］
～回線［6］

オフ、着信音
［1］～着信音
［27］

着信音［1］*2

プライベート着信音
グループ［1］～グループ

［9］

*1 本機に内蔵される着信音の著作権はすべて Copyrights Vision Inc.に帰属します。© 2010 Copyrights Vision Inc.
*2 着信音色の初期値は回線番号により異なります。例えば、回線３の着信音色は、工場出荷時に着信音３に設定されています。

基本設定メニュー：通話オプション
サブメニュー 説明 設定できる項目 初期値

スピーカー音量 スピーカー音量を調節します。 レベル 1～レベル 8 レベル 5

ハンドセット音量 受話器の音量を調節します。 レベル 1～レベル 8 レベル 5

ヘッドセット音量 ヘッドセットの音量を調節します。 レベル 1～レベル 8 レベル 5

基本設定メニュー：応答オプション
サブメニュー 説明 設定できる項目 初期値

自動応答デバイス 自動応答するときのデバイスを選
択します。

スピーカー
ヘッドセット

スピーカー

自動応答時間 自動応答を設定しているときに応
答するまでの時間（秒）を設定しま
す。

0 秒～20 秒 6 秒

4.9 基本設定を変更する
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基本設定メニュー：キー オプション
サブメニュー 説明 設定できる項目 初期値

• 機能キー
• DSS キー*1

それぞれの機能キーま
たは DSS キーに機能を
割り当てます。

ワンタッチダイヤル
BLF
内線ボタン
ACD［ログイン］、ACD［ラップアップ］
回線ステータス *1

転送
電話帳*1

履歴*1

同時着信*1

ホテリング*1

通話転送*1

ブラインド転送*1

会議*1

内線指定代理応答*1

コールパーク
ライン
グループ代理応答

未設定

ソフトキー編集
•ソフトキー［1］
•ソフトキー［2］
•ソフトキー［3］

待機画面、通話画面のソ
フトキーの機能を設定
します。

初期設定 待機画面
ソフトキー

［1］：電話帳
ソフトキー

［2］：メニュー
ソフトキー

［3］：履歴

機能キー 転送/不在*2

フック*3

着信履歴
発信履歴
電話帳
コールパーク*3*4

ポーズ*4

ホットキーダイヤル*2

ソフトキー名
•ソフトキー［1］
•ソフトキー［2］
•ソフトキー［3］

待機画面、通話画面のソ
フトキーの名前を編集
します。

最大全角 3 文字、最大半角 6 文字 未設定

ホットキー時間 「自動」に割り当てられ
たホットキー を長押し
したときに自動発信す
るまでの時間を設定し
ます。

1 秒～20 秒 2 秒

*1 KX-HDV230N のみ
*2 「待機画面」が選択されているときのみ表示されます。
*3 「通話画面」が選択されているときのみ表示されます。
*4 電話機に設定されているとき、表示されます。

4.9.1 基本設定メニュー構成
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基本設定メニュー：表示オプション
サブメニュー 説明 設定できる項目 初期値

バックライト バックライトの設定を
変更します。「自動」ま
たは「オン」を選択し
て、バックライトの明る
さを調節します。
ナビゲーションキーの

【▲】または【▼】、ある
いは音量キーの【 】ま
たは【 】を押します。

KX-HDV130N :
自動（レベル 1～レベル 3）
オン（レベル 1～レベル 3）
オフ
KX-HDV230N :
自動（レベル 1～レベル 6）
オン（レベル 1～レベル 6）
オフ

KX-HDV130N :
自動（レベル 3）
KX-HDV230N :
自動（レベル 6）

LCD コントラスト
KX-HDV230N：
• メイン LCD

• サブ LCD

• DSS LCD

画面のコントラスト（濃
淡）を調節します。

レベル 1～レベル 6 レベル 3

待機画面 待機中の画面に表示さ
れる内容を選択します。

電話番号
番号 & 名前
名前
オフ

電話番号

グループ名 グループ名を編集しま
す。

グループ［1］～グループ［9］、最
大 半角 13 桁

未設定

日付表示 待機中の画面に表示さ
れる日付の形式を選択
します。

YYYY/MM/DD
YYYY 年 MM 月 DD 日
日付なし

YYYY/MM/DD

時刻表示 待機中の画面に表示さ
れる時間形式（12 時間
表示、または 24 時間表
示）を選択します。

12 時間
24 時間

12 時間

基本設定メニュー：キー確認音
サブメニュー 説明 設定できる項目 初期値

キー確認音 キー確認音を鳴らすかどうかを設定し
ます。

オン、オフ オン

基本設定メニュー：通話設定
サブメニュー 説明 設定できる項目 初期値

匿名着信を拒否 非通知設定の着
信を拒否するか
を設定します。

KX-HDV130N：回線［1］～
回線［2］
KX-HDV230N：回線［1］～
回線［6］

オン、オフ オフ

匿名発信 非通知で発信す
るかを設定しま
す。

KX-HDV130N：回線［1］～
回線［2］
KX-HDV230N：回線［1］～
回線［6］

オン、オフ オフ

4.9.1 基本設定メニュー構成

Document Version: 2016-09 取扱説明書（操作編） 77



サブメニュー 説明 設定できる項目 初期値
着信拒否（番号） 着信を拒否する

電話番号を編集
または消去しま
す。

KX-HDV130N：回線［1］～
回線［2］
KX-HDV230N：回線［1］～
回線［6］

編集
番号消去
全番号消去

未設定

Anywhere*1 Xsi の Anywhere
を設定・変更しま
す。

KX-HDV130N：回線［1］～
回線［2］
KX-HDV230N：回線［1］～
回線［6］

オン、オフ*2

名前
電話番号*3

<代替番号>*2*3

未設定

リモート オフィ
ス*1

Xsi のリモートオ
フィスを設定し
ます。

KX-HDV130N：回線［1］～
回線［2］
KX-HDV230N：回線［1］～
回線［6］

オン、オフ
電話番号*3

オフ

同時着信*1 Xsi の同時着信を
設定します。

KX-HDV130N：回線［1］～
回線［2］
KX-HDV230N：回線［1］～
回線［6］

オン、オフ
電話番号*3

オフ

システム ロック 通話設定メ
ニューをロック
するかを設定し
ます。

オン*4、オフ オフ

*1 Xsi サービスを利用可能であれば、この項目を選択できます。詳細は、システム管理者にお問い合わせください。
*2 編集しているときのみ表示されます。
*3 電話番号が 32 桁を超えると、超えた部分は表示されません。
*4 パスワード（4 桁）が必要です。

基本設定メニュー：その他
サブメニュー 説明 設定できる項目 初期値

パスワード変更*1 電話帳のロックを解除するためのパス
ワード（4 桁）を変更します。

1. 古いパスワードを
入力する*2

2. 新しいパスワード
を入力する

3. 確認用パスワード
を確認する

未登録

内蔵 Web Web 機能へのログインを有効にします。 オン、オフ オフ

*1 • 本機への不正なアクセスを防ぐために、下記事項をお守りください。

– パスワードはできるだけ推測されにくいものを設定してください。

– パスワードは定期的に変更してください。

• 忘れないようにパスワードを書きとめておいてください。
*2 パスワードを設定していないときは、この手順は省略されます。

4.9.1 基本設定メニュー構成
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4.10  システム設定を変更する
重要

• この機能は、お使いの SIP サーバーによっては対応していない場合があります。詳細は、システム管
理者にお問い合わせください。

1. 待機中に  を押す

2. 【▲】または【▼】を押して「システム設定」を選択し、  を押す

3. 【▲】または【▼】を押してシステム設定メニューを選択し、  を押す

4.10.1  システム設定メニュー構成
システム設定メニュー：ステータス

サブメニュー 説明 状態
回線ステータス
KX-HDV130N：回線［1］
～回線［2］
KX-HDV230N：回線［1］
～回線［6］

回線の SIP サーバーへの登録状態を
表示します。

登録完了*1、登録中…*1、（空白）

ファームウェア バージョ
ン

本機のソフトウェアバージョンを表
示します。

—

IP モード IP ネットワークモードを表示しま
す。

IPv4、IPv6、IPv4 & IPv6

IPv4 設定 IPv4 のネットワーク設定情報を表
示します。

IP アドレス *2

サブネットマスク*2

デフォールトゲートウェイ*2

DNS*2

IPv6 設定 IPv6 のネットワーク設定情報を表
示します。

IP アドレス *3

プリフィックス*4

デフォールトゲートウェイ*3

DNS*3

MAC アドレス 本機の MAC アドレスを表示します。 —
LLDP LLDP の状態を表示します。 オン、オフ
CDP CDP の状態を表示します。 オン、オフ
VLAN VLAN の ID と優先度を表示します。 —

*1 この状態表示を選んで  を押すと、選択された回線の電話番号が表示されます。
*2 この項目が設定されない場合、および本機がネットワークに接続されていない場合、表示は「...」となります。
*3 この項目が設定されない場合、表示は「0::0」となります。本機がネットワークに接続されていない場合、「::」が表示されます。
*4 この項目が設定されない場合、表示は「0」となります。本機がネットワークに接続されていない場合、空白表示となります。

4.10 システム設定を変更する
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システム設定メニュー：ネットワーク設定
サブメニュー 説明 設定できる項目 初期値
IP モード選択 電話機のネットワー

ク設定を変更します。
現状の設定はハイラ
イトで表示されます。

IPv4、IPv6、IPv4 & IPv6 IPv4

IPv4 設定 IPv4 に関する設定を
行います。

DHCP 自動、
マニュアル（DNS 1、DNS 2）

DHCP – 自動

アドレス指定 IP アドレス
サブネットマスク
デフォールトゲートウェイ
DNS 1
DNS 2

IPv6 設定 IPv6 に関する設定を
行います。

DHCP 自動、
マニュアル（DNS 1、DNS 2）

DHCP – 自動

RA DNS 1
DNS 2

アドレス指定 IP アドレス
プリフィックス
デフォールトゲートウェイ
DNS 1
DNS 2

LLDP LLDP を設定します。 PC ポート VLAN ID 0

プライオリティ 0

オン オン
オフ

CDP CDP を設定します。 オン、オフ オフ
VLAN VLAN を設定します。 VLAN 設定 はい、いいえ いいえ

IP 電話 VLAN ID 2

プライオリティ 7

PC VLAN ID 1

プライオリティ 0

通信速度 イーサネットの動作
モードを設定します。

IP 電話 自動、
100M 全二重、
100M 半二重、
10M 全二重、
10M 半二重

自動

PC 自動、
100M 全二重、
100M 半二重、
10M 全二重、
10M 半二重

自動

4.10.1 システム設定メニュー構成

80 取扱説明書（操作編） Document Version: 2016-09



システム設定メニュー：システムオプション
サブメニュー 説明 設定できる項目 初期値

日時設定*1 日時を設定します。 — —
認証 HTTP サーバーアクセ

スのための認証用 ID と
パスワードを設定しま
す。

ID*2

パスワード*2
未設定

アクセス コー
ド*3

リダイレクトサーバー
にアクセスするための
アクセスコードを設定
します。

最大 16 文字 未設定

Xsi 設定*4 Xsi サービスの ID、パス
ワードを設定します。

KX-HDV130N：回線［1］
～回線［2］
KX-HDV230N：回線［1］
～回線［6］

ID*2

パスワード*2
未設定

UC 設定*4 ブロードソフト UC
サービス（IM&P）の ID
とパスワードを設定し
ます。

ID*2

パスワード*2
未設定

リスタート 本機を再起動します。 はい、いいえ いいえ
DSS リスター
ト*5

本機に接続されている
DSS を再起動します。

はい、いいえ いいえ

*1 この機能は、お使いの SIP サーバーによっては対応していない場合があります。詳細は、システム管理者にお問い合わせくださ
い。

*2 最大 128 文字
*3 本機の設定状態によっては表示されない場合があります。詳細は、システム管理者にお問い合わせください。
*4 この項目は、機能が有効であるときに表示されます。詳細は、システム管理者にお問い合わせください。
*5 KX-HDV230N のみ

4.10.1 システム設定メニュー構成
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4.11  Web プログラミング
Web プログラミングを使用して、本機からは設定できない様々な機能を設定することができます。
Web プログラミングにより以下の機能を設定できます。詳細は、システム管理者にお問い合わせください。
• ユーザーパスワード（Web プログラミングへのアクセス用）
• 通常使用する回線番号
• SIP 設定
• VoIP 設定
• 電話帳のインポート、エクスポート
• 電話機能設定
• トーン設定
• プロビジョニング保守
• ファームウェア保守

お願い
• Web プログラミングを行うには、毎回必ず Web プログラミングへのアクセス（内蔵 Web）を有効に

設定してください。

4.12  ファームウェアバージョンの更新
機能の追加や改善を行うために、システム管理者から新しいソフトウェアが提供される場合があります。詳
細は、システム管理者にお問い合わせください。

4.11 Web プログラミング
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第 5 章
必要なとき

ここでは、お手入れ、仕様、保証とアフターサービス、
壁掛け寸法図について説明します。
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5.1  お手入れ
お手入れをするときは、AC アダプターや LAN ケーブルを抜き、電源を切った状態で行ってください。電源
を入れたままお手入れをすると、誤動作の原因になります。
• 乾いた柔らかい布でふいてください。

汚れがひどい場合は、柔らかい布に薄めた台所用洗剤（中性）をしみこませ、固く絞ってふいてくださ
い。その後、乾いた柔らかい布で仕上げてください。

• お手入れには石油・みがき粉・シンナー・ベンジン・ワックス・熱湯・粉せっけんは使わないでくださ
い。化学ぞうきんをご使用のときは、その注意書に従ってください。

5.1 お手入れ
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5.2  仕様
KX-HDV130N

項目 仕様
電源 AC アダプター、 または PoE（IEEE 802.3af 準拠

[クラス 1]）
消費電力 PoE 待機時 • 約 2.2  W （エコモードオフ）

• 約 1.9  W （エコモードオン）

通話時 • 約 2.3  W （エコモードオフ）
• 約 2.0  W （エコモードオン）

AC アダプ
ター

待機時 • 約 2.0  W （エコモードオフ）
• 約 1.3  W （エコモードオン）

通話時 • 約 2.1  W （エコモードオフ）
• 約 1.4  W （エコモードオン）

最大消費電力 約 2.8  W 

使用環境 0 ℃ ～ 40 ℃
LAN ジャック（LAN） LAN: 1 （RJ45）、PC: 1 （RJ45）
イーサネット規格 10Base-T／100Base-TX（自動／100M 全二重／

100M 半二重／10M 全二重／10M 半二重）
Auto MDI／MDIX

VoIP 音声コーデック（広帯域） G.722

VoIP 音声コーデック（狭帯域） G.711a-law、G.711μ-law、G.729a

回線数 2

液晶表示部 モノクログラフィック液晶
液晶表示部サイズ 132 × 64 ピクセル 4 行表示
液晶表示部バックライト 3 段階（常時点灯、自動）常時消灯
VoIP 接続方式 SIP

スピーカー 1

マイク 1

ヘッドセットジャック 1 （RJ9）
寸法

（幅 × 奥行 × 高さ）（受話
器、スタンドを含む）

本体の角度を高い位置
で設置している場合

167  mm × 168  mm × 184  mm 

本体の角度を低い位置
で設置している場合

167  mm × 187  mm × 151  mm 

質量（受話器、受話器コード、スタンドを含む） 690  g

5.2 仕様
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KX-HDV230N
項目 仕様

電源 AC アダプター、 または PoE（IEEE 802.3af 準拠
[クラス 2]）

消費電力 PoE 待機時 • 約 3.1  W （エコモードオフ）
• 約 2.9  W （エコモードオン）

通話時 • 約 3.2  W （エコモードオフ）
• 約 3.0  W （エコモードオン）

AC アダプ
ター

待機時 • 約 2.8  W （エコモードオフ）
• 約 2.1  W （エコモードオン）

通話時 • 約 2.9  W （エコモードオフ）
• 約 2.2  W （エコモードオン）

最大消費電力 約 4.2  W 

使用環境 0 ℃ ～ 40 ℃
LAN ジャック（LAN） LAN: 1 （RJ45）、PC: 1 （RJ45）
イーサネット規格 10Base-T／100Base-TX／1000Base-T（自動／

100M 全二重／100M 半二重／10M 全二重／10M
半二重）
Auto MDI／MDIX

VoIP 音声コーデック（広帯域） G.722

VoIP 音声コーデック（狭帯域） G.711a-law、G.711μ-law、G.729a

回線数 6

液晶表示部 モノクログラフィック液晶
液晶表示部サイズ 132 × 64 ピクセル、4 行表示 （液晶表示部）

160 × 384 ピクセル、12 行表示 （セルフラベリン
グ液晶）

液晶表示部バックライト 6 段階（常時点灯、自動） 常時消灯
VoIP 接続方式 SIP

スピーカー 1

マイク 1

ヘッドセットジャック 1 （RJ9）
EHS ジャック 1 （ø 3.5 mm、EHS 専用）
寸法

（幅 × 奥行 × 高さ）（スタ
ンドを含む）

本体の角度を高い位置
で設置している場合

252  mm × 179  mm × 188  mm 

本体の角度を低い位置
で設置している場合

252  mm × 187  mm × 154  mm 

質量（受話器、受話器コード、スタンドを含む） 1,057  g

5.2 仕様
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KX-HDV20N
項目 仕様

電源 *1 KX-HDV230N から電源を供給される
消費電力 待機時：約 0.5  W 

最大消費電力 約 1.5  W 

使用環境 0 ℃ ～ 40 ℃
液晶表示部 モノクログラフィック液晶
液晶表示部サイズ 160 × 384 ピクセル 12 行
液晶表示部バックライト 6 段階（常時点灯、自動） 常時消灯
寸法

（幅 × 奥行 × 高さ）
（スタンドを含む）

本体の角度を高い
位置で設置してい
る場合

110  mm × 175  mm × 177  mm 

本体の角度を真ん
中の位置で設置し
ている場合

110  mm × 176  mm × 153  mm 

本体の角度を低い
位置で設置してい
る場合

110  mm × 176  mm × 121  mm 

質量（スタンドを含む） 434 g

*1 KX-HDV230N を KX-HDV20N と接続する場合は、AC アダプターにより電源を供給する必要があります。

5.2 仕様
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5.3  困ったとき
よくある症状と処置
基本動作について

こんなとき 原因 対応
液晶表示部に何も表
示されない

電源は供給されていますか？ 本機は停電時は動作しません。PoE を使用
している場合、PoE 対応のスイッチングハブ
に電源が入っていて、LAN ケーブルが正しく
接続されていることをご確認ください。AC
アダプターを使用する場合は、AC アダプ
ターをコンセントと本機に差し込む必要があ
ります。

正しく操作しても動
かない／動作がおか
しい

ケーブルやコードは正しく接続
されていますか？

本機と正しく接続されているか、ご確認くだ
さい。

接続設定は正しく設定されてい
ますか？

• 設定に問題がないか、システム管理者にご
確認ください。

• それでも動かない場合や動作がおかしい
場合は、お買い上げの販売店にご相談くだ
さい。

エラーが発生していませんか？ 本機を再起動します。
発信音が聞こえない — LAN ケーブルが正しく接続されているかご

確認ください。
電話帳のロックを解
除できません。

入力したパスワードは正しいで
すか？

正しいパスワードを入力してください。

パスワードを忘れて
しまった

— システム管理者にご相談ください。

日時の表示がおかし
い

— 本機の日時を設定しなおしてください。

メッセージ／リン
ガー LED が点灯する

通話中、または離席中にボイス
メールが届いています。

ボイスメールをご確認ください。

KX-HDV20N の電源
が入らない

（KX-HDV230N のみ）

KX-HDV230N は LAN ケーブル
経由（PoE）で給電されていま
す。

別売りの AC アダプターを使って、
KX-HDV230N を AC コンセントにつないで
ください。

5.3 困ったとき
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発着信について
こんなとき 原因 対応

発信できない 入力した電話番号は正しいです
か？

• 相手の電話番号を正しく入力してくださ
い。

• システム管理者にご相談ください。

電話帳をインポートまたはエク
スポートしていませんか？

• 電話帳のインポートまたはエクスポート
中は発信できません。操作が完了してか
ら、発信してください。

• システム管理者にご相談ください。

着信音が鳴らない 着信音量の設定が「オフ」になっ
ていませんか？

着信中に [+] を押すか、着信音の設定を変更
してください。

通話中に通話が切れ
る

SIP サーバーの設定または電話
サービスにより、通話時間の制限
が課せられていませんか？

システム管理者にご相談ください。

音声について
こんなとき 原因 対応

相手に自分の声が聞
こえない

ミュート中になっていません
か？

【ミュート／自動応答】を押してミュート機能
をオフにしてください。

スピーカーホンをお使いの場合、
マイクが遮れていませんか？

通話中は手や物でマイクを遮らないでくださ
い。通話中は手や物でマイクを遮らないでく
ださい。

音声が途切れる／エ
コー（スピーカーか
ら自分の声が聞こえ
る現象）が発生する

マイクから離れすぎていません
か？

マイクに近づいて話してください。

通話環境はスピーカーホンでの
通話に適した状態になっていま
すか？

• ラジオ、テレビ、OA 機器、電子レンジ、
エアコンなどノイズを生じる機器から 2 m
以上離してお使いください。

• 窓のある部屋で本機を使用する場合、反響
を防ぐためカーテンやブラインドを閉め
てください。

• 本機を静かな環境でご使用ください。

通話中に本機を移動していませ
んか？

通話中は本機を移動させないでください。

マイクが遮られていませんか？ 通話中は手や物でマイクを遮らないでくださ
い。通話中は手や物でマイクを遮らないでく
ださい。

相手が半二重仕様の電話機を使
用しています。

相手が半二重仕様の電話機の場合、通話中に
音声が途切れる場合があります。本機を最大
限に活用するには、相手が全二重対応の電話
機を使用する必要があります。

電話帳について
こんなとき 原因 対応

連絡先を登録できな
い

電話帳に登録できる容量を超え
ています。

不要な連絡先を削除してください。電話帳に
登録できる最大件数は 500 件です。

5.3 困ったとき
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5.4  こんなメッセージが表示されたら
操作中にエラーメッセージが表示されることがあります。
メッセージや原因と処置については、以下の表のとおりです。

こんなとき 原因 対応
エラー：001
LAN ケーブルをご確認
下さい。

LAN ケーブルが正しく接続されてい
ません。

本機と正しく接続されているか、ご確
認ください。

エラー：002
IP アドレスが重複して
います。

ネットワークの設定が正しくありま
せん。

システム管理者にお問い合わせくだ
さい。

エラー：002
IP アドレス
エラー：003
未登録

SIP サーバーへの登録に失敗しまし
た。

システム管理者にお問い合わせくだ
さい。

メモリ フル 電話帳の容量がいっぱいになると、新
しい連絡先を登録することができま
せん。

電話帳の不要データを削除し、再度登
録してください。

未登録 電話帳を見ようとした場合にこの
メッセージが表示されたときは、何も
登録されていません。
発着信履歴を見ようとした場合にこ
のメッセージが表示されたときは、履
歴が残っていません。

個人電話帳に新しい連絡先を登録し
てください。

修理が必要です ハードウェア障害です。 詳細は、システム管理者にお問い合わ
せください。

電話帳エラー 電話帳のダウンロード中にメモリー
の容量を超えました。

• 電話帳の不要データを削除してた
だくか、ダウンロード件数について
システム管理者にお問い合わせく
ださい。

• 電話帳にアクセスすると、このメッ
セージは消えます。

5.4 こんなメッセージが表示されたら
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5.5  保証とアフターサービス よくお読みください

使いかた・お手入れ・修理などは 
■まず、お買い求め先へご相談ください。 

▼お買い上げの際に記入されると便利です

電　話    （            ）　　　　－　　　　

お買い上げ日    年　　月　　日

お買い上げ先

修理を依頼されるときは
“5.3 困ったとき”でご確認のあと、直らないときは、まず電源プラグと AC アダプター、または LAN ケー
ブルを抜いて、お買い上げ日と下の内容をご連絡ください。
●製品名 ＩＰ電話機
●品 番 KX-HDV130N／KX-HDV230N

●故障の状況 できるだけ具体的に

●保証期間中は、保証書の規定に従って出張修理いたします。
保証期間：お買い上げ日から本体 1 年間 

●保証期間終了後は、診断をして修理できる場合はご要望により修理させていただきます。 
※修理料金は次の内容で構成されています。 

診断・修理・調整・点検などの費用 

部品および補助材料代 

技術者を派遣する費用 

※補修用性能部品の保有期間 7年

アフターサービスについて、おわかりにならないとき 

お買い上げの販売店または保証書表面に記載されています連絡先へお問い合わせください。 

技術料

部品代

出張料

当社は、本製品の補修用性能部品（製品の機能を維持するための部品）を、製造打ち切り後 7 年保有して
います。 

• 正常な使用状態で本機に故障が生じた場合、当社は本機の保証書に定められた条件に従って修理をさせて
いただきます。ただし、落雷や停電などの外部要因、または本機の故障、誤動作等で、本機が使えなかっ
たことによる付随的被害の補償については、当社はその責任を負いませんので、あらかじめご了承くださ
い。

• 説明書に記載されている内容は、製品のバージョンアップなどに伴い、将来予告無しに変更することがあ
ります。

5.5 保証とアフターサービス よくお読みください
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5.6  壁掛け寸法図
1. ねじを壁に取り付ける
2. 本機をねじの頭に引っ掛けて設置する

お願い
• 本ページを印刷するときは、用紙サイズを A4 に設定してください。印刷した用紙の寸法線の長さと

表示している寸法値が異なる場合は、表示している寸法値に合わせて設置してください。

5.6.1  KX-HDV130N

*2*3

*1

*1

*1 ねじ取り付け位置
*2 100 mm
*3 83 mm

5.6 壁掛け寸法図
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5.6.2  KX-HDV230N（KX-HDV20N １台と接続した場合）

*4

*3

*1

*2

*1

*5

*2

*1 ねじ取り付け位置（KX-HDV20N 用）
*2 ねじ取り付け位置（KX-HDV230N 用）
*3 100 mm
*4 83 mm
*5 179.3 mm

5.6.2 KX-HDV230N（KX-HDV20N １台と接続した場合）
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5.6.3  ２台以上の KX-HDV20N を接続したとき（KX-HDV230N のみ）

*2 *1

*3*4

*3*4

*5

*1 100 mm
*2 83 mm
*3 ねじ取り付け位置（追加の KX-HDV20N 用）
*4 ねじ取り付け位置（取り付けられた KX-HDV20N 用）
*5 111 mm

5.6.3 ２台以上の KX-HDV20N を接続したとき（KX-HDV230N のみ）
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メモ
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ご使用の回線（IP 電話やひかり電話など）によっては、回線の混雑時に数分で切れる場合があります。
本書の「保証とアフターサービス」もご覧ください。

使いかた・お手入れ・修理などは、まず、お買い求め先へご相談ください。

パナソニック　システムお客様ご相談センター

受付 ： ９時～１７時３０分　（土 ・ 日 ・ 祝祭日は受付のみ）

ホームページからのお問い合わせは　https://sec.panasonic.biz/it/cs/cntctus/

その他ご不明な点は下記へご相談ください。

【ご相談窓口におけるお客様の個人情報のお取り扱いについて】 

パナソニック株式会社およびグループ関係会社は、お客様の個人情報をご相談対応や修理対応などに利用
させていただき、ご相談内容は録音させていただきます。また、折り返し電話をさせていただくときのた
めに発信番号を通知いただいております。なお、個人情報を適切に管理し、修理業務等を委託する場合や
正当な理由がある場合を除き、第三者に開示・提供いたしません。個人情報に関するお問い合わせは、ご
相談いただきました窓口にご連絡ください。

取扱説明書に記載されていない方法や、指定の部品を使用しない方法で施工されたことにより事故や損害
が生じたときには、当社では責任を負えません。また、その施工が原因で故障が生じた場合は、製品保証
の対象外となります。

パナソニック システムネットワークス株式会社
〒 812-8531 福岡県福岡市博多区美野島四丁目 1 番 62 号

© Panasonic System Networks Co., Ltd. 2016

PNQX8200YA PP0916MK11106
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